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令和２年度事業報告書

期 日 事業内容 協議事項等

令和２年６月 19 日

～令和２年７月３日

第１回 協議会

（書面開催）

・副会長、監査委員の指名について

・令和元年度事業報告及び決算報告について

・令和２年度事業計画案及び予算案について

・鳥取県中部地域公共交通網形成計画に基づく再編路線の利

用状況について

・鳥取県中部地域公共交通網形成計画における再編事業内容

及び各種事業実施状況について

令和３年２月 17 日
第１回 幹事会

（オンライン）
第２回鳥取県中部地域公共交通協議会の開催について

令和３年３月 25 日 第２回 協議会

・令和３年度事業計画案及び予算案について

・路線再編：令和３年４月運行開始分（赤碕線西倉吉経由便

の増便）について

・法改正による計画及び事業の変更の位置づけについて

・路線再編：令和３年 10 月運行開始分（倉吉市中心市街地

と三朝町再編）の検討状況について

・バスマップ、通学スタイルについて

資料１議案第１号
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令和２年度収支決算報告書
１ 歳入 (単位：円)

２ 歳出 (単位：円)

歳入合計 1,593,589 円 － 歳出合計 1,593,589 円 ＝ 差引 0円

款 項 目 決算額 予算額 増減 内容

１負担金 １負担金 １負担金 284,708 397,000 △112,292
倉吉市、三朝町、北栄町、

湯梨浜町、琴浦町

２補助金 １補助金 １補助金 1,308,880 1,309,000 △120
国庫補助 654,000

県補助 654,880

４諸収入 １諸収入 １雑入 1 0 1 預金利息

歳入合計 1,593,589 1,706,000 △112,411

款 項 目 決算額 予算額 増減 内容

１運営費

１会議費 １会議費 92,400 204,000 △111,600
協議会幹事会委員報酬、

費用弁償

※事務費へ 163 千円流用

２事務費 １事務費 192,309 193,000 △691
通信運搬費等

※会議費より163千円流用

２事業費 １事業費 １事業費 1,308,880 1,309,000 △120

地域公共交通計画推進等

に係る費用（圏域バスマッ

プ作成、再編路線の利用状

況調査・分析）1,308,000

委託先への振込手数料 880

歳出合計 1,593,589 1,706,000 △112,411
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中部地域公共交通利便増進実施計画の一部改正について

別添「鳥取県中部地域公共交通利便増進実施計画（案）」のとおり計画の一部改正を国へ申

請予定

＜今後の申請スケジュール＞

６月 国への計画申請

８月 計画認定

10 月 新路線の運行開始

＜参考：計画を策定するメリット＞

○計画を阻害する行為の禁止

利便増進実施計画の維持が困難となり、かつ、公衆の利便が著しく阻害されるおそれ

がある場合には、計画区域内での一般乗合旅客自動車運送事業の許認可が制限される等

の取り扱いがなされる。

○国土交通省からの補助

・国庫補助の特例が活用可能

（例）補助基準である最低輸送量１５人が３人に緩和される。乗車密度が低い場合に

適用される補助額カットが適用除外となる。

・小型車両（７～１０人）の補助対象化

・計画に係る利用促進及び事業評価に要する経費への支援をする計画推進事業（国庫補

助１／２）が活用可能

（例）交通マップ、総合時刻表、満足度調査、ＯＤ調査

議案第２号 資料２
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鳥取県中部地域公共交通利便増進実施計画（案）

令和元年６月

（令和３年６月一部改正）

鳥取県・倉吉市・三朝町・湯梨浜町・琴浦町・北栄町

（鳥取県中部地域公共交通協議会）

資料 2-1
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第１章 利便増進実施計画の策定について

１ 計画策定の目的

構成市町間の移動が３０分以内でできる鳥取県中部地域は、古くから文化・伝統面や経済面に

おいて深いつながりを有しており、現在、定住促進及び持続可能な地域社会の構築を目的として、

倉吉市を中心市とした「小規模中心市型」定住自立圏の形成に取り組んでいる。

通学先の高校や勤務地、通院や買物先等の目的地を共有する本地域にあって、『定住自立圏共生

ビジョン』で掲げた将来像形成の視点となる「生活機能強化」「結びつきやネットワークの強化」

に資する公共交通ネットワークの充実を図り、暮らしやすさを実現でき、いつまでも住み続けら

れる地域をめざすため、平成３０年３月にマスタープランとなる『鳥取県中部地域公共交通網形

成計画』（現地域公共交通計画）を策定した。当該計画に基づき、具体的な事業実施内容等に関し

て示す『鳥取県中部地域公共交通再編実施計画』（現鳥取県中部地域公共交通利便増進実施計画）

を令和元年６月に取りまとめ、同年１０月には、地域公共交通再編事業（現地域公共交通利便増

進事業）の一環として、「赤碕線の経由地変更及び減便」を実施した。

その後、追加の地域公共交通利便増進事業として、「穴鴨線、小河内線の短縮及び三朝町内のフ

ィーダー化」及び「倉吉市中心市街地の再編」を行うにあたり、『鳥取県中部地域公共交通利便増

進実施計画』を令和３年度に一部改定する。

２ 実施区域

実施区域は、倉吉市、琴浦町、北栄町、三朝町、湯梨浜町とする。

３ 計画の期間

令和元年１０月１日～令和７年３月３１日（５年６ヶ月）
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第２章 利便増進事業の内容について

地域公共交通利便増進事業の内容及び実施主体を表２－１に示すとともに、図２－１、図２－

２に事業実施前と事業実施後の鳥取県中部地域公共交通網を示す。

１ 事業の内容と実施主体

表２－１ 地域公共交通利便増進事業の内容及び実施主体

開始時期 項目 事業内容 事業主体

令和元年

度 10月

赤碕線の経由

地変更及び減

便

旧省令第１号

事業

赤碕線の一部の便について、青山剛昌ふるさと館、西

倉吉を経由させるとともに、一部の便を減便する。

（平日ダイヤ）

現状の日運行回数 14.0回（28 便）のうち、

① 10：00～16：00 の時間帯に運行している 2.0

回（4便）について、青山剛昌ふるさと館経由

に変更

② 7：00～21：00 の時間帯に運行している 3.0回

（6便）について、西倉吉経由に変更

③ 8：00～18：00 の時間帯に運行している 2.0回

（4便）について、減便

（土日祝ダイヤ）

現状の日運行回数 11.0回（22 便）のうち、

① 10：00～16：00 の時間帯に運行している 2.0

回（4便）について、青山剛昌ふるさと館経由

に変更

② 7：00～16：00 の時間帯に運行している 2.5回

（5便）について、西倉吉経由に変更

③ 8：00～10：00 の時間帯に運行している 0.5回

（1便）について、減便

日ノ丸自

動車㈱
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令和３年

10月

穴鴨線、小河内

線の短縮及び

三朝町内のフ

ィーダー化

第１３号イ、ハ

及びホ事業

穴鴨線及び小河内線について、三朝町役場までに短縮

し、町内完結路線とする。なお、一部の便は通勤通学

対応のため町外へ運行させる。

（平日ダイヤ）

・穴鴨線 日運行回数 7.5回（15便）

・小河内線 日運行回数 5回（10便）

→以下の通り変更

・穴鴨線 日運行回数 2.5回（5便）

・小河内線 日運行回数 0.5回（1便）

（土日祝ダイヤ）

・穴鴨線 日運行回数 5.5回（11便）

・小河内線 日運行回数 2回（4便）

→以下の通り変更

・穴鴨線 日運行回数 1回（2便）

・小河内線 日運行回数 0回（0便）

日ノ丸自

動車㈱

三朝町内にデマンド型乗合タクシーを導入し、路線バ

ス穴鴨線、小河内線の減便となった時間帯を中心に運

行する。

三朝町

倉吉市中心市

街地通過路線

の再編

第１３号イ及

びホ事業

中心市街地における過密ダイヤの見直し、倉吉未来中

心・病院・行政機関等へのアクセス利便性の改善のた

め、倉吉駅から「倉吉パークスクエア北口」、「赤瓦・

白壁土蔵」を経由し、「西倉吉」に至る中心市街地北側

のルートの一部を倉吉駅から「倉吉パークスクエア」、

「市役所打吹公園入口」、「白壁土蔵群前」を経由し、

「西倉吉」に至る中心市街地南側のルートへと変更す

る。あわせて、上井三朝線の一部の便の経路を変更し、

南側ルートの「厚生病院正面玄関前」に乗り入れる。

※南側ルートに変更する路線、日運行回数

（平日ダイヤ）

・松崎線 日運行回数 7回（14便）

・市内線 日運行回数 2回（4便）（パークスクエア線

に統合）

・高城線 日運行回数 1.5回（3便）

・上井三朝線 日運行回数 3回（6便）

（土日祝ダイヤ）

・松崎線 日運行回数 6.5回（日祝 6回）（13便（日

祝 12便）

・市内線 日運行回数 1回（日祝 0.5回）（2便（日祝

1便））（パークスクエア線に統合）

日ノ丸自

動車㈱

日本交通

㈱
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5

（２）現状のサービス内容の維持

「１事業の内容と実施主体」の「赤碕線の経由地変更及び減便」「穴鴨線、小河内線の短縮及び三

朝町内のフィーダー化」「倉吉市中心市街地通過路線の再編」以外の計画区域内に起点と終点が収

まる以下の４条路線については、現状のサービス内容を維持する路線として位置付ける。

○日本交通株式会社

橋津線、関金線、広瀬線、北条線

○日ノ丸自動車

栄線、三朝線、社線、北谷線、横田線、倉吉総合産業高校線

・高城線 日運行回数 0.5回（1便）

・上井三朝線 日運行回数 3回（6便）

「年末年始及びお盆の運行等については、毎年の利用実態に応じて一部系統の減便等を行います。

なお、観光等のイベントへの対応については、利用ニーズに応じて系統新設・増便等を行います。」
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事業実施前 図２－１ 中部地域全域

事業実施後 図２－２ 中部地域全域
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２ 赤碕線の経由地変更及び減便【令和元年１０月事業実施】

○赤碕線の一部の便について、青山剛昌ふるさと館、西倉吉を経由させるとともに、一部の便

を減便する。

○現状、バスが乗り入れていない青山剛昌ふるさと館へ赤碕線を経由させることにより、観光

移動の利便性を向上させる。また、倉吉西高校、倉吉農業高校周辺を経由するルートを新設

することにより、琴浦町及び北栄町方面から当該学校への通学利便性を向上させる。

○赤碕線は琴浦町、北栄町と倉吉市を結ぶ地域間幹線系統として広域移動の重要な路線である

が、系統キロが長く、便によっては利用者が少ないことから、ニーズに応じた便数に減便し、

運行の効率化及び収支の改善を図る。

＜運行概要＞

（変更前）

＜運行ルート図＞

（変更前）

項 目 内 容

運行事業者 日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行

系統 キロ程 上り 下り 計

ア 倉吉駅～浦安駅～赤碕駅
上り27.4 平日 14 14 28

下り 27.4 土日祝 11 11 22

合 計
平日 14 14 28

土日祝 11 11 22

系統 キロ程

ア 倉吉駅～浦安駅～赤碕駅
上り27.4

下り27.4

13



8

＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～浦安駅：７６０円

倉吉駅～赤碕駅：８００円

(系統図)
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上り27.4 平日 １４ １４ ２８

下り27.4 土日祝 １１ １１ ２２
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＜運行概要＞

（変更後）※旧省令第１号事業

※令和３年４月１日より以下の系統について、次の通り変更。
ア倉吉駅～浦安駅～赤碕駅 平日：上り８、下り８、計１６ 土日祝：上り７、下り７、計１４
イ倉吉駅～西倉吉・浦安駅～赤碕駅 平日：上り２、下り２、計４ 土日祝：上り２、計２

＜運行ルート図＞

（変更後）

項 目 内 容

運行事業者 日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ア 倉吉駅～浦安駅～赤碕駅

上り
27.4

平日
7～11
（9）

7～11
（9）

14～22
（18）

減便

下り
27.4

土日祝
５～９
（7）

６～１０
（8）

1１～1９
（15）

イ
倉吉駅～西倉吉・浦安駅～赤碕
駅

上り
29.6

平日
1～2
（1）

1～2
（1）

2～4
（2）

系統新設

下り
29.6

土日祝
1～2
（1）

-
1～2
（1）

ウ
倉吉駅～西倉吉・青山剛昌ふる
さと館・浦安駅～赤碕駅

上り
31.6

平日
1～3
（2）

1～3
（2）

2～6
（4）

系統新設

下り
31.6

土日祝
1～3
（2）

1～3
（2）

2～6
（4）

合 計
平日

9～16
（12）

9～16
（12）

18～32
（24）

土日祝
７～1４
（10）

７～1３
（10）

1４～2７
（20）

系統 キロ程

ア 倉吉駅～浦安駅～赤碕駅
上り27.4

下り27.4

イ 倉吉駅～西倉吉・浦安駅～赤碕駅
上り29.6

下り29.6

ウ 倉吉駅～西倉吉・青山剛昌ふるさと館・浦安駅～赤碕駅
上り31.6

下り31.6

15
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＜運行系統図＞

（変更後）

※令和３年４月１日より次の通り変更。
平日：上り８、下り８、計１６ 土日祝：上り７、下り７、計１４

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～浦安駅：７６０円

倉吉駅～赤碕駅：８００円

(系統図)
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系統 キロ程 上り 下り 計

ア 倉吉駅～浦安駅～赤碕駅
上り27.4 平日

7～11
（9）

7～11
（9）

14～22
（18）

下り27.4 土日祝
５～９
（7）

６～１０
（8）

1１～1９
（15）
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（変更後）

※令和３年４月１日より次の通り変更。
平日：上り２、下り２、計４ 土日祝：上り２、計２

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～浦安駅：７６０円

倉吉駅～赤碕駅：８００円

(系統図)
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系統 キロ程 上り 下り 計

イ 倉吉駅～西倉吉・浦安駅～赤碕駅
上り29.6 平日

1～2
（1）

1～2
（1）

2～4
（2）

下り29.6 土日祝
1～2
（1）

-
1～2
（1）
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（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～浦安駅：７６０円

倉吉駅～赤碕駅：８００円

(系統図)
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ウ
倉吉駅～西倉吉・青山剛昌ふるさと
館・浦安駅～赤碕駅

上り31.6 平日
1～3
（2）

1～3
（2）

2～6
（4）

下り31.6 土日祝
1～3
（2）

1～3
（2）

2～6
（4）
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３ 穴鴨線、小河内線の短縮及び三朝町内のフィーダー化

○三朝町と倉吉市を結ぶ４路線（穴鴨線、小河内線、三朝線、上井三朝線）のうち、利用の少な

い穴鴨線、小河内線について、路線バスと町による自家用有償旅客運送を組み合わせた町内完

結の路線とし、倉吉方面への移動は三朝町役場前で三朝線、上井三朝線に乗り換えることで対

応する。自家用有償旅客運送は基本的には予約型運行とする。

○自家用有償旅客運送のバス停は４条路線バスのバス停よりきめ細かく設定する。また、買物・

通院利便性向上のため、食料品店のある三朝町役場前と三朝温泉病院を結ぶ徳本線を新設する。

○町内移動の運賃は、距離に応じて 100 円又は 200 円の定額制にする。

○これら、①効率的な運行、②交通空白地の解消、③安価な料金設定を実現し、コスト削減及び

移動利便性向上を図る。

（１）穴鴨線、小河内線の効率化（一般乗合旅客自動車運送事業）

＜運行概要＞

（変更前）

項 目 内 容

運行事業者 日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行（一部区間予約型運行）

系統 キロ程 上り 下り 計

ア
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～
木地山

上り25.8 平日 1 1 2

下り25.4 土日祝 1 1 2

イ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前～上西
谷上

上り12.9 平日 1 1 2

下り12.9 土日祝 1 1

ウ
生田車庫～駄経寺東・円谷入口・穴
鴨公会堂前・上西谷上～下畑

上り25.4 平日 2 2 4

下り25.4 土日祝 1 2 3

エ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前～木地
山

上り16.3 平日 1 1 2

下り15.9 土日祝 2 2

オ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前
平日 1 1

下り10.4 土日祝

カ
倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～木地
山

上り23.4 平日 1 1 2

下り23.0 土日祝 1 1

キ
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～
上西谷上

平日 1 1

下り22.4 土日祝

ク
三朝町役場前～穴鴨公会堂前・上西
谷上～下畑

上り17.2 平日

土日祝 1 1

ケ
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前・
上西谷上～木地山

上り30.8 平日

土日祝 1 1

コ
生田車庫～竹田橋・三朝町役場前・
穴鴨公会堂前～上西谷上

上り22.6 平日 1 1

土日祝

サ 三朝町役場前～太郎田～実光
上り11.4 平日 4 4 8

下り11.4 土日祝 1 2 3

シ
倉吉営業所～倉吉駅・竹田橋・三朝
町役場前～実光

上り18.7 平日 1 1 2

下り18.7 土日祝

ス
倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前～実
光

上り17.3 平日

土日祝 1 1

合 計
平日 12 13 25

土日祝 7 8 15
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＜運行ルート図＞

（変更前）

系統 キロ程

ア 生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～木地山 上り25.8 下り 25.4

イ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前～上西谷上 上り12.9 下り 12.9

ウ 生田車庫～駄経寺東・円谷入口・穴鴨公会堂前・上西谷上～下畑 上り25.4 下り 25.4

エ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前～木地山 上り16.3 下り 15.9

オ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前 下り10.4

カ 倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～木地山 上り23.4 下り 23.0

キ 生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～上西谷上 下り22.4

ク 三朝町役場前～穴鴨公会堂前・上西谷上～下畑 上り17.2

ケ 生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前・上西谷上～木地山 上り30.8

コ 生田車庫～竹田橋・三朝町役場前・穴鴨公会堂前～上西谷上 上り22.6

サ 三朝町役場前～太郎田～実光 上り11.4 下り 11.4

シ 倉吉営業所～倉吉駅・竹田橋・三朝町役場前～実光 上り18.7 下り 18.7

ス 倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前～実光 上り17.3
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉生田車庫～木地山：８００円

生田車庫～穴鴨公会堂前：７６０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計

ア
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～
木地山

上り25.8 平日 1 1 2

下り25.4 土日祝 1 1 2
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～上西谷上：５９０円

三朝町役場前～穴鴨公会堂前：４９０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計

イ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前～上西
谷上

上り12.9 平日 1 1 2

下り12.9 土日祝 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉生田車庫～下畑：８００円

生田車庫～穴鴨公会堂前：７６０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計

ウ
生田車庫～駄経寺東・円谷入口・穴
鴨公会堂前・上西谷上～下畑

上り25.4 平日 2 2 4

下り25.4 土日祝 1 2 3
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～木地山：６８０円

三朝町役場前～穴鴨公会堂前：４９０円

（系統図）
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谷
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古

屋

木

地

山

系統 キロ程 上り 下り 計

エ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前～木地
山

上り16.3 平日 1 1 2

下り15.9 土日祝 2 2
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～穴鴨公会堂前：４９０円

三朝町役場前～本泉：１７０円

（系統図）

恩

地

助

谷
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学

校

前
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泉

湯

谷

赤

松

恩

鳥

系統 キロ程 上り 下り 計

オ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前
平日 1 1

下り10.4 土日祝
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉営業所～木地山：８００円

倉吉営業所～穴鴨公会堂前：６７０円

（系統図）
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谷
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恩
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恩

地

助

谷

下

久

原

系統 キロ程 上り 下り 計

カ
倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～木地
山

上り23.4 平日 1 1 2

下り23.0 土日祝 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉生田車庫～上西谷上：８００円

生田車庫～穴鴨公会堂前：７６０円

（系統図）
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橋
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原
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上
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助
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原

曹

源

寺

穴

鴨

大
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橋

穴

鴨

公

会

堂

前

系統 キロ程 上り 下り 計

キ
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前～
上西谷上

平日 1 1

下り22.4 土日祝
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～下畑：６６０円

三朝町役場前～穴鴨公会堂前：４９０円

（系統図）
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朝

町

役

場

前
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谷
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穴
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公

会

堂

前

下

西

谷

上

西

谷

上

田

代

入

口

下

畑

系統 キロ程 上り 下り 計

ク
三朝町役場前～穴鴨公会堂前・上西
谷上～下畑

上り17.2 平日

土日祝 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉生田車庫～木地山：８００円

生田車庫～穴鴨公会堂前：７６０円

（系統図）
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口
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前
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原
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寺
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谷

上
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谷

上

下
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恩

鳥

穴

鴨

公

会

堂

前

加

谷

下

古

屋

木

地

山

系統 キロ程 上り 下り 計

ケ
生田車庫～竹田橋・穴鴨公会堂前・
上西谷上～木地山

上り30.8 平日

土日祝 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉生田車庫～上西谷上：８００円

生田車庫～穴鴨公会堂前：７６０円

（系統図）
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町
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町
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堺

町

倉

吉
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ス
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谷
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恩
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地

助

谷

下

久

原

曹

源

寺

穴

鴨

大

渡

橋

穴

鴨

公

会

堂

前

竹

田

橋

下

余

戸

大

原

橋

大
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南

口

三

朝

町

役

場

前

三

朝

町

小

学

校

前

生

田

車

庫

生

田

系統 キロ程 上り 下り 計

コ
生田車庫～竹田橋・三朝町役場前・
穴鴨公会堂前～上西谷上

上り22.6 平日 1 1

土日祝
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～実光：５４０円

三朝町役場前～本泉：１７０円

（系統図）

太

郎

田

実

光

三

朝

町

役

場

前

三

朝

小

学

校

前

本

泉
森

鎌

田

坂

戸

福

田

小

河

内

公

民

館

前

福

吉

入

口

系統 キロ程 上り 下り 計

サ 三朝町役場前～太郎田～実光
上り11.4 平日 4 4 8

下り11.4 土日祝 1 2 3
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉営業所～実光：７１０円

倉吉営業所～三朝町役場前：３４０円

（系統図）

本

泉
森
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田

坂

戸

福

田
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内
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前

福

吉
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口
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光
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吉
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田

橋
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余
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原

橋

大

原

南

口

三

朝

町

役

場

前

三

朝

小

学

校

前

系統 キロ程 上り 下り 計

シ
倉吉営業所～倉吉駅・竹田橋・三朝
町役場前～実光

上り18.7 平日 1 1 2

下り18.7 土日祝
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～実光：７１０円

倉吉駅～三朝町役場前：３４０円

（系統図）

森
鎌

田

坂

戸

福

田

小

河

内

公

民

館

前

福

吉

入

口
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郎

田

実
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倉

吉

駅

八

ツ

屋

竹

田

橋

下

余

戸

大

原

橋

大

原

南

口

三

朝

町

役

場

前

三

朝

小

学

校

前

本

泉

系統 キロ程 上り 下り 計

ス
倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前～実
光

上り17.3 平日

土日祝 1 1
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＜運行概要＞

（変更後）※第１３号イ及びホ事業

項 目 内 容

運行事業者 日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行（一部区間予約型運行）

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ア
倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～
木地山

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・減便

・予約型運

行区間：加

谷～木地山

下り 23.0 土日祝

イ
三朝町役場前～穴鴨公会堂
前・上西谷上～下畑

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・上り下り

変更

・予約型運

行区間：下

西谷発電所

前～下畑

下り 17.2 土日祝

ウ
三朝町役場前～運動場前・穴鴨
公会堂前・上西谷上～下畑

上り17.9 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・系統新設

土日祝

エ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前
～木地山

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・減便

・予約型運

行区間：加

谷～木地山

下り 15.9 土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）

オ
三朝町役場前～穴鴨公会堂
前・上西谷上～木地山

上り21.3 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・系統新設

土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）

カ
倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前
～実光

上り17.3 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・小河内線

・曜日変更

土日祝

合 計
平日

３～６
（３）

３～６
（3）

６～１２
（６）

土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）

２～４
（２）
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＜運行ルート図＞

（変更後）

系統 キロ程

ア 倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～木地山 下り23.0

イ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前・上西谷上～下畑 下り17.2

ウ 三朝町役場前～運動場前・穴鴨公会堂前・上西谷上～下畑 上り17.9

エ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前～木地山 下り15.9

オ 三朝町役場前～穴鴨公会堂前・上西谷上～木地山 上り21.3

カ 倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前～実光 上り17.3
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉営業所～木地山：５４０円

倉吉営業所～本泉：３６０円

（系統図）
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寺
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屋
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田

橋
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余

戸

大

原

橋

木

地

山

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ア
倉吉営業所～倉吉駅・卸団地～
木地山

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・減便

・予約型運

行区間：加

谷～木地山

下り 23.0 土日祝
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～下畑：２００円

三朝町役場前～本泉：１００円

（系統図）

恩

地

助

谷

下

久

原

曹

源

寺

穴

鴨

大

渡

橋
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朝

町
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場
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三

朝

小

学

校

前

本

泉

湯

谷

赤

松

恩

鳥

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

イ
三朝町役場前～穴鴨公会堂
前・上西谷上～下畑

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・上り下り

変更

・予約型運

行区間：下

西谷発電所

前～下畑

下り 17.2 土日祝
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～下畑：２００円

三朝町役場前～本泉：１００円

（系統図）

田

代
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口
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恩
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三

朝

町

役

場

前

運

動

場

入

口

運

動

場

前

本

泉

上

湯

谷

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ウ
三朝町役場前～運動場前・穴鴨
公会堂前・上西谷上～下畑

上り17.9 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・系統新設

土日祝
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～木地山：２００円

三朝町役場前～本泉：１００円

（系統図）
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山
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原

曹

源

寺

穴
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渡
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恩
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地

助

谷

穴

鴨

公

会

堂

前

加

谷

下

古

屋

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

エ
三朝町役場前～穴鴨公会堂前
～木地山

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・減便

・予約型運

行区間：加

谷～木地山

下り 15.9 土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）

39



34

＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉三朝町役場前～木地山：２００円

三朝町役場前～本泉：１００円

（系統図）
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加
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朝

町

役
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朝
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小

学

校
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本

泉

湯

谷

赤

松

恩

鳥

恩

地

下

久

原

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

オ
三朝町役場前～穴鴨公会堂
前・上西谷上～木地山

上り21.3 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・穴鴨線

・系統新設

土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～実光：５４０円

倉吉駅～本泉：３６０円

（系統図）
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前

三

朝

小

学

校

前

本

泉

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

カ
倉吉駅～竹田橋・三朝町役場前
～実光

上り17.3 平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・小河内線

・曜日変更

土日祝
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（２）三朝町内のフィーダー化について（自家用有償旅客運送）

＜運行概要＞

（変更後）※第１３号ハ事業

【小河内線】

【穴鴨線】

【徳本線】

項 目 内 容

運行事業者 三朝町

事業の種類 自家用有償旅客運送

運送の態様 路線定期運行、予約型運行（一部区間路線定期運行）

系統

便 数

平日 土日祝

定時定路線 予約型運行 定時定路線 予約型運行

三朝町役場内～森公民

館前・鎌田公民館前～実

光

下り － ３～５

（４）

１～３

（２）

上り － ３～５

（４）

１～３

（２）

三朝町役場内～森・鎌田

～実光

下り － １～２

（１）

－ －

三朝町役場内～森・鎌田

～実光

上り １～２

（１）

－ － －

系統

便 数

平日 土日祝

定時定路線 予約型運行 定時定路線 予約型運行

三朝町役場内～三朝小

学校前・若宮集会所前・

各（村中）～大谷入口

下り － １～２

（１）

－ １～３

（２）

上り － １～２

（１）

－ １～２

（１）

穴鴨公会堂前～運動場

前～三朝町役場前

上り １～２

（１）

－ － －

下畑～穴鴨公会堂前・運

動場前～三朝町役場前

上り － － １～２

（１）

－

系統

便 数

平日 土日祝

定時定路線 予約型運行 定時定路線 予約型運行

三朝町役場内～吉水医

院前～三朝温泉病院

下り ０～３

（２）

－ － －

上り ０～３

（２）

－ － －
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（変更前）
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（変更後）

【自家用有償旅客運送】

系統

小河内線 三朝町役場内～森公民館前・鎌田公民館前～実光

三朝町役場内～森・鎌田～実光

穴鴨線 三朝町役場内～三朝小学校前・若宮集会所前・各（村中）～大谷入口

穴鴨公会堂前～運動場前～三朝町役場前

下畑～穴鴨公会堂前・運動場前～三朝町役場前

徳本線 三朝町役場内～吉水医院前～三朝温泉病院
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（運行ルール）

小河内線、穴鴨線の下りについて、予約型運行であっても、「三朝町役場内」～「本泉」間

は路線定期運行する。また、当該区間で乗車し、「本泉」以降の区間で下車したい場合、ドラ

イバーに行き先を告げることで事前予約なしで利用できるものとする。

（主な運賃）

自家用有償旅客運送の運賃は下表のような定額制とする。また、日ノ丸自動車の定期券所有者

は、当該定期券を提示することで自家用有償旅客運送を利用できるようにする。

※小河内線は「小河内」を、穴鴨線は「助谷」をまたがって乗車する場合は一律２００円。

※小人割引等の割引は路線バスと同様に行う。

路線名 運行区間 運賃（単位：円）

小河内線 三朝町役場～小河内 １００

小河内～実光 ２００

穴鴨線 三朝町役場～助谷 １００

下久原～木地山・上西谷上・下畑 ２００

徳本線 三朝町役場～三朝温泉病院 １００
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４ 倉吉市中心市街地通過路線の再編

○倉吉市中心市街地の北側ルート（「倉吉パークスクエア北口」、「堺町」、「赤瓦・白壁土蔵」等を

通るルート）を経由する松崎線及び市内線並びに高城線の一部の便について、南側ルート（「厚

生病院正面玄関前」、「倉吉パークスクエア」、「市役所打吹公園入口」等を通るルート）経由に

変更する。あわせて、上井三朝線の一部の便の経路を変更し、南側ルートの「厚生病院正面玄

関前」に乗り入れる。

○これにより、北側ルートの過密ダイヤを緩和（平日約１００往復→約９０往復）するとともに、

北側ルートに比べ便数が過少な南側ルート（平日約２０往復→約３０往復）を充実させ、南側

ルート利用者の利便性を向上させる。具体的には、平日７時～１９時における南側ルートバス

停のバス平均通過頻度は約５０分／本から約３０分／本に大幅に改善することとなる。

また、厚生病院、野島病院といった総合病院や倉吉パークスクエア、県立美術館（R７年開館

予定）、フィギュアミュージアムといった観光施設は、北側ルートより南側ルートからの方がア

クセスしやすく、南側ルート充実により通院利便性、観光利便性が向上する。

○あわせて、利用が少ない高城線１便の減便並びに松崎線１便及び市内線１便の一部区間短縮を

行い、運行の効率化を図る。

＜運行概要＞

（変更前）

項 目 内 容

運行事業者 日本交通株式会社、日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行

系統 キロ程 上り 下り 計

ア 石脇車庫～松崎・倉吉駅～西倉吉
上り20.6 平日 1 １

土 1 １

イ 西倉吉～倉吉駅・松崎～北方入口
上り15.4 平日 6 7 13

下り 15.4 土日祝 6 6 12

ウ
倉吉バスセンター・中央自動車学校～
倉吉駅・堺町～西倉吉

平日 1 1

下り7.8 土 1 1

エ 倉吉駅～堺町～西倉吉
上り6.1 平日 4 2 6

下り 6.1 土日祝 1 1

オ
倉吉駅～巌城・パークスクエア・河原
町～西倉吉

上り7.0 平日 5 5 10

下り 7.0 土日祝 5 5 10

カ 倉吉駅～桜
平日 2 2

下り 14.9 土日祝 2 2

キ 倉吉営業所～桜
上り16.3 平日 1 1

土日祝

ク 倉吉駅～倉吉東高前～三朝車庫前
上り10.4 平日 9 7 16

下り 10.4 土日祝 8 6 14

合 計
平日 2６ ２４ 5０

土日祝 21 20 41
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＜運行ルート図＞

（変更前）

系統 キロ程

ア 石脇車庫～松崎・倉吉駅～西倉吉 上り20.6

イ 西倉吉～倉吉駅・松崎～北方入口
上り15.4

下り15.4

ウ 倉吉バスセンター・中央自動車学校～倉吉駅・堺町～西倉吉 下り7.8

エ 倉吉駅～堺町～西倉吉
上り6.1

下り6.1

オ 倉吉駅～巌城・パークスクエア・河原町～西倉吉
上り7.0

下り7.0

カ 倉吉駅～桜 下り14.9

キ 倉吉営業所～桜 上り16.3

ク 倉吉駅～倉吉東高前～三朝車庫前
上り10.4

下り10.4
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉石脇車庫～西倉吉：７３０円

石脇車庫～倉吉駅：５９０円

（系統図）

石

脇

車

庫

石

脇

泊

駅

前

原

入

口

原 北

方

入

口

白

石

入

口

藤

津

入

口

松

崎

駅

前

引

地

野

花

長

和

田

埴

見

入

口

佐

美

山

根

入

口

上

井

町

一

丁

目

東

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

堺

町

新

町

河

原

町

西

倉

吉

系統 キロ程 上り 下り 計

ア 石脇車庫～松崎・倉吉駅～西倉吉
上り20.6 平日 1 １

土 1 １
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉西倉吉～北方入口：６１０円

西倉吉～倉吉駅：３３０円

（系統図）

西

倉

吉

河

原

町

新

町

堺

町

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

総

合

事

務

所

前

八

ツ

屋

倉

吉

駅

上

井

町

一

丁

目

東

山

根

入

口

佐

美

埴

見

入

口

長

和

田

野

花

引

地

松

崎

駅

前

藤

津

入

口

白

石

入

口

北

方

入

口

系統 キロ程 上り 下り 計

イ 西倉吉～倉吉駅・松崎～北方入口
上り15.4 平日 6 7 13

下り 15.4 土日祝 6 6 12
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉バスセンター・中央自動車学校～西倉吉：３５０円

倉吉駅～西倉吉：３３０円

（系統図）

倉

吉

バ

ス

セ

ン

タ
ー

・

中

央

自

動

車

学

校

海

田

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

堺

町

新

町

河

原

町

西

倉

吉

系統 キロ程 上り 下り 計

ウ
倉吉バスセンター・中央自動車学校～
倉吉駅・堺町～西倉吉

平日 1 1

下り7.8 土 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～西倉吉：３３０円

倉吉駅～倉吉パークスクエア北口：２００円

（系統図）

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

堺

町

新

町

河

原

町

西

倉

吉

町

西

倉

吉

系統 キロ程 上り 下り 計

エ 倉吉駅～堺町～西倉吉
上り6.1 平日 4 2 6

下り 6.1 土日祝 1 1
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～西倉吉：３３０円

倉吉駅～倉吉パークスクエア：２３０円

（系統図）

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

巌

城

合

同

庁

舎

前

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

総

合

運

動

公

園

入

口

白

壁

土

蔵

群

前

鍛

冶

町

一

丁

目

河

原

町

西

倉

吉

系統 キロ程 上り 下り 計

オ
倉吉駅～巌城・パークスクエア・河原
町～西倉吉

上り7.0 平日 5 5 10

下り 7.0 土日祝 5 5 10
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～桜：６５０円

倉吉駅～倉吉パークスクエア北口：２００円

（系統図）

新

町

河

原

町

西

倉

吉

秋

喜

服

部
桜

倉

吉

選

果

場

前

福

光

横

田

上

米

積

上

福

田

橋

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

倉

吉

パ

ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

堺

町

系統 キロ程 上り 下り 計

カ 倉吉駅～桜
平日 2 2

下り 14.9 土日祝 2 2
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉営業所～桜：６５０円

倉吉駅～西倉吉：３３０円

（系統図）

河

原

町

西

倉

吉

上

福

田
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服

部
桜

倉

吉

営
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所

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総
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事
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倉

吉

パ

ー

ク

ス

ク

エ

ア

北

口

堺

町

新

町

倉

吉

西

高

前

倉

吉

選

果

場

前

福

光

横

田

上

米

積

系統 キロ程 上り 下り 計

キ 倉吉営業所～桜
上り16.3 平日 1 1

土日祝
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＜運行系統図＞

（変更前）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～三朝車庫前：４８０円

倉吉駅～三朝町役場前：３４０円

（系統図）

大

原

橋

大

原
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口

三

朝

町
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場

前

大

瀬
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う
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前

温
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南

口

三

朝

車

庫

前

倉

吉

駅

八

ツ

屋

総

合

事

務

所

前

巌

城

倉

吉

東

高

前

円

谷

入

口

系統 キロ程 上り 下り 計

ク 倉吉駅～倉吉東高前～三朝車庫前
上り10.4 平日 9 7 16

下り 10.4 土日祝 8 6 14
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＜運行概要＞

（変更後）※第１３号イ及び及びホ事業

※１日祝は０ ※２日祝は５

項 目 内 容

運行事業者 日本交通株式会社、日ノ丸自動車株式会社

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業

運送の態様 路線定期運行

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ア
原入口～松崎・倉吉駅・倉吉
パークスクエア・西倉吉町～
西倉吉

上り18.4
平日

１～２
（１）

１～２
（１）

・松崎線

・系統新設

土日祝
１～２
（１※１）

１～２
（１※１）

イ
西倉吉～倉吉パークスクエ
ア・倉吉駅・松崎～北方入口

下り15.7
平日

5～９
（7）

5～９
（7）

・松崎線

・系統新設

土日祝
４～８
（６）

４～８
（６）

ウ

北方入口～松崎・倉吉駅・倉

吉パークスクエア・西倉吉町

～西倉吉

上り16.3

平日
４～８
（６）

４～８
（６）

・松崎線

・系統新設

土日祝
４～８
（６）

４～８
（６）

エ 西倉吉～堺町～倉吉駅 上り5.9
平日

１～３
（２）

１～３
（２）

・市内線

・系統新設

土日祝

オ
倉吉駅～堺町・西倉吉町～西

倉吉
下り6.3

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

・市内線

・減便

土日祝

カ
西倉吉～倉吉パークスクエ
ア・巌城～倉吉駅

上り6.8
平日

５～９
（7）

５～９
（7）

・パークス

クエア線

・系統新設
土日祝

４～８
（６）

４～８
（６）

キ
倉吉駅～巌城・倉吉パークス
クエア・西倉吉町～西倉吉

下り7.2
平日

４～８
（７）

４～８
（７）

・パークス

クエア線

・増便
土日祝

３～７
（６※２）

３～７
（６※２）

ク
倉吉営業所～倉吉パークスク
エア・市役所打吹公園入口～
桜

上り17.4 平日
１～２
（１）

１～３
（２）

２～５
（３）

・高城線

・系統新設

下り 17.4 土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）

ケ
倉吉駅～倉吉東高前～三朝車
庫前

上り10.4 平日
４～８
（６）

３～５
（４）

７～１３
（１０）

・上井三朝

線

・減便
下り 10.4 土日祝

３～７
（５）

２～４
（３）

５～１１
（８）

コ
倉吉駅～厚生病院正面玄関前
～三朝車庫前

上り10.9 平日
２～４
（３）

２～４
（３）

４～８
（６）

・上井三朝

線

・系統新設
下り 10.9 土日祝

２～４
（３）

２～４
（３）

４～８
（６）

合 計
平日

18～36
（26）

17～33
（24）

35～69
（50）

土日祝
14～29
（21）

13～27
（19）

27～56
（40）
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＜運行ルート図＞

（変更後）

系統 キロ程

ア 原入口～松崎・倉吉駅・倉吉パークスクエア・西倉吉町～西倉吉 上り18.4

イ 西倉吉～倉吉パークスクエア・倉吉駅・松崎～北方入口 下り15.7

ウ 北方入口～松崎・倉吉駅・倉吉パークスクエア・西倉吉町～西倉吉 上り16.3

エ 西倉吉～堺町～倉吉駅 上り5.9

オ 倉吉駅～堺町・西倉吉町～西倉吉 下り6.3

カ 西倉吉～倉吉パークスクエア・巌城～倉吉駅 上り6.8
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系統 キロ程

キ 倉吉駅～巌城・パークスクエア・河原町・西倉吉町～西倉吉 下り7.2

ク 倉吉営業所～倉吉パークスクエア・市役所打吹公園入口～桜
上り17.4

下り17.4

ケ 倉吉駅～倉吉東高前～三朝車庫前
上り10.4

下り10.4

コ 倉吉駅～厚生病院正面玄関前～三朝車庫前
上り10.9

下り10.9
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＜運行系統図＞

（変更後）

※日祝は０

〈主な区間の運賃〉原入口～西倉吉：６９０円

原入口～倉吉パークスクエア：○円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ア
原入口～松崎・倉吉駅・倉吉
パークスクエア・西倉吉町～
西倉吉

上り18.4
平日

１～２
（１）

１～２
（１）

系統新設

土日祝
１～２
（１※）

１～２
（１※）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉西倉吉～北方入口：６１０円

西倉吉～倉吉パークスクエア：２００円

（系統図）

西

倉

吉

河

原

町

鍛

冶

町

一

丁

目

白

壁

土

蔵

群

前

総

合

運

動

公

園

入

口

倉

吉

パ
ー

ク

ス

ク

エ

ア

合

同

庁

舎

前

総

合

事

務

所

前

八

ツ

屋

倉

吉

駅

上

井

町

一

丁

目

東

山

根

入

口

佐

美

埴

見

入

口

長

和

田

野

花

引

地

松

崎

駅

前

藤

津

入

口

白

石

入

口

北

方

入

口

系統 キロ程 上り 下り 計 備考

イ
西倉吉～倉吉パークスクエ
ア・倉吉駅・松崎～北方入口

下り15.7
平日

5～９
（7）

5～９
（7）

系統新設

土日祝
４～８
（６）

４～８
（６）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉北方入口～西倉吉：６１０円

北方入口～倉吉パークスクエア：○円（策定中）

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ウ

北方入口～松崎・倉吉駅・倉

吉パークスクエア・西倉吉町

～西倉吉

上り16.3

平日
４～８
（６）

４～８
（６）

系統新設

土日祝
４～８
（６）

４～８
（６）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉西倉吉～倉吉駅：３３０円

西倉吉～倉吉パークスクエア北口：２００円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

エ 西倉吉～堺町～倉吉駅 上り5.9
平日

１～３
（２）

１～３
（２）

系統新設

土日祝

62



57

＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～西倉吉：３３０円

倉吉駅～倉吉パークスクエア北口：２００円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

オ
倉吉駅～堺町・西倉吉町～西

倉吉
下り6.3

平日
１～２
（１）

１～２
（１）

減便

土日祝

63



58

＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉西倉吉～倉吉駅：３３０円

西倉吉～倉吉パークスクエア：２００円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

カ
西倉吉～倉吉パークスクエ
ア・巌城～倉吉駅

上り6.8
平日

５～９
（7）

５～９
（7）

系統新設

土日祝
４～８
（６）

４～８
（６）
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＜運行系統図＞

（変更後）

※日祝は５

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～西倉吉：３３０円

倉吉駅～倉吉パークスクエア：２３０円

（系統図）
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キ
倉吉駅～巌城・倉吉パークス
クエア・西倉吉町～西倉吉

下り7.2
平日

４～８
（７）

４～８
（７）

増便

土日祝
３～７
（６※）

３～７
（６※）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉営業所～桜：６５０円

倉吉営業所～西倉吉：３３０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ク
倉吉営業所～倉吉パークスク
エア・市役所打吹公園入口～桜

上り 平日
１～２
（１）

１～３
（２）

２～５
（３）

系統新設

下り 土日祝
１～２
（１）

１～２
（１）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～三朝車庫前：４８０円

倉吉駅～三朝町役場前：３４０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

ケ
倉吉駅～倉吉東高前～三朝車
庫前

上り 平日
４～８
（６）

３～５
（４）

７～１３
（１０）

減便

下り 土日祝
３～７
（５）

２～４
（３）

５～１１
（８）
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＜運行系統図＞

（変更後）

〈主な区間の運賃〉倉吉駅～三朝車庫前：４８０円

倉吉駅～三朝町役場前：３４０円

（系統図）
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系統 キロ程 上り 下り 計 備考

コ
倉吉駅～厚生病院正面玄関前
～三朝車庫前

上り 平日
２～４
（３）

２～４
（３）

４～８
（６）

系統新設

下り 土日祝
２～４
（３）

２～４
（３）

４～８
（６）
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第３章 地方公共団体による支援の内容

（１） 運行費・バス購入費等への支援

表３－１ 各自治体のバス事業者への支援

項目 事業主体 支援内容

赤碕線の経由地変

更及び減便

日ノ丸自動車㈱ ○鳥取県

・赤碕線へのバス運行費補助金（国との協調補助）

○倉吉市

・赤碕線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対象外

部分）

○北栄町

・赤碕線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対象外

部分）

○琴浦町

・赤碕線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対象外

部分）

穴鴨線、小河内線の

短縮及び三朝町内

のフィーダー化

日ノ丸自動車㈱

三朝町

○鳥取県

・穴鴨線・小河内線へのバス運行費補助金（広域バス路

線維持費補助金、市町村バス等支援補助金）

○倉吉市

・穴鴨線・小河内線へのバス運行費補助金（県補助の対

象外部分）

○三朝町

・穴鴨線・小河内線へのバス運行費補助金（国との協調

補助、国及び県補助の対象外部分）

倉吉市中心市街地

通過路線の再編

日ノ丸自動車㈱

日本交通㈱

○鳥取県

・松崎線、上井三朝線へのバス運行費補助金（国との協

調補助）

・市内線、パークスクエア線、高城線へのバス運行費補

助金（市町村バス等支援補助金）

○倉吉市

・松崎線、上井三朝線、市内線、パークスクエア線、高

城線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対象外部

分）

○湯梨浜町

・松崎線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対象外

部分）

○三朝町

・上井三朝線へのバス運行費補助金（国及び県補助の対

象外部分）
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（２）公共交通利用促進策等

表３－２ 各自治体の主な利用促進策

実施項目 実施内容 実施主体

中部地域の圏域バスマ
ップの作成

中部地域の公共交通情報を網羅した圏域バ
スマップを作成する。

鳥取県中部地域公共
交通協議会（鳥取県
及び中部５市町）バスの乗り方教室の開

催
公共交通の利用を促進するため、中部地域で
実施される大規模イベントにあわせて乗り
方教室を共催する。

公共交通利用促進キャ
ンペーンの展開

公共交通利用促進強化期間を定め、PRイベ
ントや地方公共団体広報誌、チラシ等による
PR広報を集中的に実施する。

バス運行情報の標準
化、オープン化

バス路線データ等の標準化・オープンデータ
化により、全国的な乗換案内 HP、アプリへ
県内バス情報を掲載する

鳥取県
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第４章 事業の効果

表４－１ 利便増進事業の効果

項目 事業の効果

地域公共交

通計画での

目標におけ

る位置付け

赤碕線の

経由地変

更及び減

便

・青山剛昌ふるさと館の経由により、観光客の移動利便性が向上し、

同館の入館者増が期待できる。また、西倉吉の経由により、通学移

動の利便性が向上し、バスの通学利用の増が期待できる。

・減便により、運行経費節減が図られる。

【事業実施前】

運行経費計：71,759.5千円（年間）

【事業実施後】

運行経費計：64,541.7千円（年間）

【運行経費削減額】7,217.8千円（年間）

一般乗り合

いバスの収

支率、バス

利用者数割

合

穴鴨線、小

河内線の

短縮及び

三朝町内

のフィー

ダー化

・自家用有償旅客運送のバス停を４条路線バスよりきめ細かく設定す

ることや町内移動の運賃を安価にすることにより、交通空白地の解

消、町内移動の利便性が向上する。

・減便により、運行経費節減が図られる。

【事業実施前】

運行経費計：38,139.7千円（年間）

【事業実施後】

運行経費計：33,987.1千円（年間）

【運行経費削減額】4,152.6千円（年間）

・４条路線の穴鴨線・小河内線については、R１年度の収支率より改善

させることを目指す。また、79条自家用有償旅客運送については、

年間 8千人の利用者（2.4人／便）を目指す。

倉吉市中

心市街地

通過路線

の再編

・北側ルートの過密ダイヤを緩和（平日約１００往復→約９０往復）

するとともに、北側ルートに比べ便数が過少な南側ルート（平日約

２０往復→約３０往復）を充実させ、南側ルート利用者の利便性を

向上させる。具体的には、平日７時～１９時における南側ルートバ

ス停のバス平均通過頻度は約５０分／本から約３０分／本に大幅に

改善する。

・厚生病院、野島病院といった総合病院や倉吉パークスクエア、県立

美術館（R７年開館予定）、フィギュアミュージアムといった観光施

設は、北側ルートより南側ルートからの方がアクセスしやすく、南

側ルート充実により通院利便性、観光利便性が向上し、バスや観光

施設の利用者増が期待できる。

・南側バス停の乗降者数について、R１年度実績の３割増を目指す。
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第５章 事業実施に必要な資金の額・調達方法

表５－１ 事業実施に必要な資金（各年度） 単位：千円

内訳 調達主体 備考（補助金等）

64,541.7 23,563.4
日ノ丸自動
車

運送収入
元年度～
６年度

13,047.5
日ノ丸自動
車

地域間幹線系統確保維持費補
助：国

14,340.5
日ノ丸自動
車

地域間幹線系統確保維持費補
助：県

13,590.3
日ノ丸自動
車

地域間幹線系統確保維持費補
助：倉吉市、北栄町、琴浦町

8,280.2 3,257.8
日ノ丸自動
車

運送収入
３年度～
６年度

966.5
日ノ丸自動
車

地域内フィーダー系統確保維持
費補助：国

966.5
日ノ丸自動
車

地域内フィーダー系統確保維持
費補助：三朝町

417.1
日ノ丸自動
車

広域バス路線維持費補助：県

417.1
日ノ丸自動
車

広域バス路線維持費補助：倉吉
市、三朝町

309.4
日ノ丸自動
車

市町村内バス等支援補助：県

309.4
日ノ丸自動
車

市町村内バス等支援補助：三朝
町

1,636.4
日ノ丸自動
車

三朝町予算

1,070.5 142.3
日ノ丸自動
車

運送収入

464.1
日ノ丸自動
車

広域バス路線維持費補助：県

464.1
日ノ丸自動
車

広域バス路線維持費補助：倉吉
市、三朝町

25,485.0 1,150.0 三朝町 運送収入

12,167.5 三朝町
地域内フィーダー系統確保維持
費補助：国

12,167.5 三朝町
地域内フィーダー系統確保維持
費補助：三朝町

4,223.0 2,111.5 三朝町
地域内フィーダー系統確保維持
費補助：国

３年度

2,111.5 三朝町
地域内フィーダー系統確保維持
費補助：三朝町

調達方法
総事業費 実施年度

赤碕線の経由地
変更及び減便

赤碕線

穴鴨線

小河内線

三朝町内の
フィーダー
化

運行費

車両購入費

穴鴨線、小河内
線の短縮及び三
朝町内のフィー
ダー化

項目
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単位：千円

内訳 調達主体 備考（補助金等）

1,048.1 287.5 日本交通 運送収入
３年度～

６年度

59.1 日本交通 市町村内バス等支援補助：県

59.1 日本交通
市町村内バス等支援補助：倉吉

市

642.4 日本交通 倉吉市予算

20,862.6 8,078.6 日本交通 運送収入

4,694.0 日本交通
地域間幹線系統確保維持費補

助：国

4,694.0 日本交通
地域間幹線系統確保維持費補
助：県

1,698.0 日本交通 路線維持費（補填分）補助：県

1,698.0 日本交通
路線維持費（補填分）補助：倉
吉市、湯梨浜町

8,779.8 3,028.0 日本交通 運送収入

1,176.4 日本交通 市町村内バス等支援補助：県

1,176.4 日本交通
市町村内バス等支援補助：倉吉
市

3,399.0 日本交通 倉吉市予算

3,947.9 923.3
日ノ丸自動
車

運送収入

523.7
日ノ丸自動
車

市町村内バス等支援補助：県

523.7
日ノ丸自動
車

市町村内バス等支援補助：倉吉
市

1,977.2
日ノ丸自動
車

倉吉市予算

18,449.6 8,581.5
日ノ丸自動
車

運送収入

911.5
日ノ丸自動
車

地域間幹線系統確保維持費補
助：国

1,037.5
日ノ丸自動
車

地域間幹線系統確保維持費補
助：県

3,959.5
日ノ丸自動

車
路線維持費（補填分）補助：県

3,959.6
日ノ丸自動
車

路線維持費（補填分）補助：倉
吉市、三朝町

実施年度

市内線

松崎線

パークスクエア線
倉吉市中心市街
地路線通過路線
の再編

高城線

上井三朝線

項目 総事業費
調達方法
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第６章 利便増進事業に関連して実施される事業に関する事項

１ 利便増進事業に関連して実施する事業

表６－１

事業名 事業概要 実施主体 実施時期

通勤・通学利便性の

向上

〇圏域住民への事業実施路線の周知

・事業実施路線周知チラシ作成・配布

<配布先>交通機関、商業施設、医療機関等

・事業実施路線周知に係る市町村広報（元年度

実施）

・事業実施路線出発イベントの開催（元年度実

施）

〇利用者の需要を踏まえたダイヤ設定のための

調査（乗降調査、アンケート調査）及び事業

評価検証（２年度実施）

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度

観光移動の利便性

向上

〇観光客への事業実施路線の周知

・事業実施路線周知、利用促進のためのチラシ、

パンフレット等の作成・配布

<配布先>交通機関、観光案内所等

・事業実施路線周知に係る広報

〇利用者の需要を踏まえたダイヤ設定のための

調査（乗降調査、アンケート調査）及び事業

評価検証（２年度実施）

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度

高校生のバス利用

促進

○中学校卒業時等にバス通学に関するチラシ配

布等により情報提供（元年度、２年度実施）

<配布先>高校、中学校

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度

効率的な運行形態

への再編

〇圏域住民への事業実施路線の周知

・事業実施路線周知チラシ作成・配布

<配布先>交通機関、商業施設、医療機関等

・事業実施路線周知に係る市町村広報（元年度

実施）

・事業実施路線出発イベントの開催（元年度実

施）

〇利用者の需要を踏まえたダイヤ設定のための

調査（乗降調査、アンケート調査）及び事業

評価検証（２年度実施）

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度
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２ 地域公共交通計画に定めたその他の関係する施策との連携に関する事項

※上記については、バス事業者が道路運送法上の手続きにより申請。

事業名 事業概要 実施主体 実施時期

総合時刻表の作成 〇圏域住民及びｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応も含めた観光利用

者等にわかりやすい情報提供による利用促進事

業（圏域バスマップの作成）（元年度、２年度実

施）

・鳥取県中部地域の公共交通情報を網羅した圏

域バスマップの作成（元年度、２年度実施）

<配布先>中部地域各市町村、交通機関、観光案

内所等

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度

公共交通に関する

情報公開・イベント

の開催

〇公共交通の利用状況、自治体負担の現状につ

いて広報紙等を活用して積極的に発信するた

め、市町村報等において広報を実施。

〇バスの乗り方教室や、公共交通利用促進キャ

ンペーン等を実施する。（元年度実施）

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

元年度～

６年度

バス運行情報の国

標準データ化及び

オープンデータ化

〇主要な経路検索サイト、アプリで県内バス情

報も検索できるよう、県内バス情報の国標準デ

ータ化、オープンデータ化を行う。

鳥取県

中部地域市

町村

バス事業者

３年度～

６年度

項目 事業内容

北条線の経由地変更 北条線の一部の便について、青山剛昌ふるさと館を経由させ、観光利

便性向上を図る。

倉吉総合産業高校への

通学便の新設

倉吉駅から倉吉総合産業高校敷地内まで乗り入れるバス路線を新設

し、通学利便性向上を図る。

西倉吉工業団地への社

線、北谷線の乗り入れ

社線と北谷線の一部の便について、西倉吉工業団地へ乗り入れ、西倉

吉工業団地内企業の従業員の通勤利便性向上を図る。

三朝線、上井三朝線の

経由地変更

三朝線又は上井三朝線の一部の便について、倉吉市内のフィギュアミ

ュージアム、白壁土蔵群・赤瓦、倉吉パークスクエア（鳥取二十世紀

梨記念館）といった観光地と三朝町の三朝温泉を結ぶ路線の創設を検

討する。

鳥取看護大学・鳥取短

期大学への路線バスの

乗り入れ

鳥取看護大学・鳥取短期大学（以下「短大」という。）が運行する倉

吉駅～短大間の専用スクールバスの運行を削減し、代わりに路線バス

を乗り入れるとともに、学生が学生証の提示により無料で路線バスに

乗れる制度の構築を検討する。

河北地域への北条線、

橋津線の乗り入れ

北条線及び橋津線の一部について、商業施設、病院等が集積している

河北地域に乗り入れ、買い物・通院の利便性向上を図る。
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第７章 利便増進事業の運営に重大な関係を有する事項

無し
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穴鴨線、小河内線の運賃の設定について

令和３年１０月１日からの穴鴨線、小河内線の運賃の設定について、道路運

送法第９条第４項により別紙の通りとすることについて協議をする。

※路線バスの運賃は通常距離に比例して増加するところであるが、路線バス穴鴨線、小

河内線の三朝町内区間は、三朝町交通空白地有償運送と同じ運賃体系（100円又は 200

円）にすることとしており、特例的な取り扱いとなるため、本協議会での合意をとり、

国土交通省へ届け出る必要がある。

※道路運送法第９条第４項

一般乗合旅客自動車運送事業者が、地域における需要に応じ当該地域の住民の生活

に必要な旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために乗合旅客の運送を行

う場合において、国土交通省令で定めるところにより、当該運送に係る運賃等につい

て地方公共団体、一般乗合旅客自動車運送事業者、住民その他の国土交通省令で定め

る関係者間の協議が調つたときは、当該一般乗合旅客自動車運送事業者は、第一項及

び前項の規定にかかわらず、あらかじめ、その旨を国土交通大臣に届け出ることをも

つて足りる。これを変更しようとするときも同様とする

議案第３号
資料３
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※
小
人
・障

が
い
者
の
方
は
表
示
運
賃
の
半
額

※
通
学
定
期
券
及
び
高
齢
者
向
け
定
期
券
「架

け
橋
」で

利
用
す
る
場
合
は
三
朝
町
内
無
料

穴
鴨
線
　
4
条
・
7
9
条
：
定
時
定
路
線
（
下
畑
⇔
三
朝
町
役
場
前
）

下
西
谷
発
電
所下
西
谷

上
西
谷
/
上
西
谷
上

田
代
入
口

下
畑

三
朝
町
役
場
前

運
動
場
入
口運
動
場
前

本
泉
上
/
若
宮

運
賃
Ｃ

◆
対
象
ダ
イ
ヤ
（
平
日
）
下
り
3
便
/上

り
3
便
（
土
日
祝
日
）
上
り
2
便

今
泉

湯
谷

牧
発
電
所
前
/
牧
/
赤
松

恩
鳥

大
柿
/
恩
地

公
民
館
前
/
助
谷

下
久
原

上
久
原

曹
源
寺

穴
鴨
公
会
堂
前
/
穴
鴨
/
竹
田
保
育
園
前
/

竹
田
公
民
館
前
/
穴
鴨
大
渡
橋
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基
準

と
な

る
運

賃
1

0
0

円
プ

ラ
ス

す
る

と

現
在

よ
り

高
く
な

る
範

囲

※
現

状
の

距
離

制
運

賃
適

用

基
準

と
な

る
運

賃
＋

1
0

0
円

さ
ら

に
1

0
0

円
ア

ッ
プ

す
る

区
間

※
小
人
・
障
が
い
者
の
方
は
表
示
運
賃
の
半
額

※
通
学
定
期
券
及
び
高
齢
者
向
け
定
期
券
「
架
け
橋
」
で
利
用
す
る
場
合
は
三
朝
町
内
無
料

卸
団

地

下
余

戸

八
ツ

屋
/
竹

田
橋

山
根

パ
ー

プ
ル

タ
ウ

ン
前

/
伊

木

河
北

中
学

校
前

/
倉

吉
駅

/

上
井

町
一

丁
目

西

日
ノ

丸
車

庫

湯
谷

今
泉

本
泉

/
若

宮

三
朝

小
学

校
前

/
三

朝
中

学
校

前

大
原

/
大

原
南

口

加
谷

穴
鴨

大
渡

橋
/
竹

田
公

民
館

前
/
竹

田

保
育

園
前

/
穴

鴨
/
穴

鴨
公

会
堂

前

曹
源

寺

大
原

橋

上
久

原

下
久

原

公
民

館
前

/
助

谷

大
柿

/
恩

地

恩
鳥

牧
発

電
所

前
/
牧

/
赤

松

運
賃

Ｄ
穴

鴨
線

　
4

条
：

定
時

定
路

線
（

日
ノ

丸
車

庫
⇒

木
地

山
）

◆
対
象
ダ
イ
ヤ
（
平
日
）
下
り
2
便

中
古

屋
/
木

地
山

下
古

屋
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※
小
人
・
障
が
い
者
の
方
は
表
示
運
賃
の
半
額

※
通
学
定
期
券
及
び
高
齢
者
向
け
定
期
券
「
架
け
橋
」
で
利
用
す
る
場
合
は
三
朝
町
内
無
料

加
谷

下
古
屋

中
古
屋
・
木
地
山

下
西
谷
発
電
所
前

下
西
谷

上
西
谷
/
上
西
谷
上

運
賃
Ｅ
穴
鴨
線
　
4
条
：
定
時
定
路
線
（
木
地
山
⇒
上
西
谷
上
⇒
三
朝
町
役
場
内
）

◆
対
象
ダ
イ
ヤ
（
平
日
）
上
り
1
便
（
土
日
祝
日
）
上
り
1
便

三
朝
小
学
校
前
/

三
朝
中
学
校
前

三
朝
町
役
場
内

今
泉

本
泉
/
若
宮

穴
鴨
大
渡
橋
/
竹
田
公
民
館
前
/
竹
田
保
育

園
前
/
穴
鴨
/
穴
鴨
公
会
堂
前

曹
源
寺

上
久
原

下
久
原

公
民
館
前
・
助
谷

恩
地

大
柿
/
恩
地

恩
鳥

牧
発
電
所
前
/
牧
/
赤
松

湯
谷
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運
賃
Ｆ

上
久
原

下
久
原

公
民
館
前
/
助
谷

三
朝
町
役
場
内

◆
対
象
ダ
イ
ヤ
（
平
日
）
下
り
4
便
（
土
日
祝
日
）
下
り
3
便

※
小
人
・
障
が
い
者
の
方
は
表
示
運
賃
の
半
額

※
通
学
定
期
券
及
び
高
齢
者
向
け
定
期
券
「
架
け
橋
」
で
利
用
す
る
場
合
は
三
朝
町
内
無
料

三
朝
小
学
校
前
/
三
朝
中
学
校
前

大
柿
/
恩
地

恩
鳥

牧
発
電
所
前
/
牧
/
赤
松

湯
谷

今
泉

本
泉
/
若
宮

中
古
屋
/
木
地
山

下
古
屋

加
谷

穴
鴨
大
渡
橋
/
竹
田
公
民
館
前
/
竹
田

保
育
園
前
/
穴
鴨
/
穴
鴨
公
会
堂
前

曹
源
寺

穴
鴨
線
　
4
条
：
定
時
定
路
線
（
三
朝
町
役
場
内
⇒
木
地
山
）
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1

鳥取県中部地域公共交通計画における事業内容及び各種事業実施状況（案）

令和３年５月 日

現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

［利用者ニーズへの対応］

○目的地への移動利便性の向上

バスサービスの満足度が低い

項目である「運行本数」「ダイヤ」

「最終便の時間」「待合環境」「料

金」「運行経路」の改善により、

目的地への移動利便性を向上さ

せる必要がある。

○移動時間帯に応じた利便性の向上

朝の時間帯は通勤・通学利用

が中心で定時性が求められ、そ

れを過ぎると通院や買物移動の

需要に移り、高齢者にはお昼前

後に帰宅したいというニーズが

ある。時間帯に応じて利用者層

や公共交通へのニーズも変わる

ことから、移動時間帯に応じた

利便性の確保が求められる。

○外来者や観光客に対応したバス

サービスの向上

公共交通で訪れた県外観光

客、外国人観光客あるいは仕事

等による来訪者の移動手段とし

て、路線バスの利用促進を図っ

ていく必要がある。そのために

は、観光客等の動向に対応した

路線・ダイヤの確保、わかりやす

い情報提供等により使いやすい

バスサービスが望まれる。

○移動不便地域・公共交通空白地

域への対応

バスの乗り継ぎがスムーズに

いかず移動の際に長い待合時間

が発生する移動不便地域や、バ

スが利用しにくい公共交通空白

地域に対し、接続の改善、タクシ

ー等を積極的に活用したデマン

ド型乗合タクシーやタクシー助

成の充実等、状況に応じた移動

支援を行う必要がある。

○待合環境・乗車環境の充実

未整備のバス停の整備推進に

加え、乗降がしやすいように車

両の低床化をさらに進めていく

ことやＵＤ（ユニバーサルデザ

イン）タクシーの活用を行って

いく必要がある。

＜移動利便性の向上＞

事業１－１

通勤・通学利便性の

向上

○通勤・通学時間帯のダイヤルートの改善

【検討主体：県・市町・交通事業者】

※令和１年 10 月、R3 年 4月路線再編実施

⇒R1.10 に赤碕線の定光寺入口から出口区間

を福守町・鴨川町方面経由のルートに変更

し、倉吉西高周辺を経由する路線を新設

（上り 3便、下り 3便）。R3.4 に鳥取中央

育英高等学校、琴の浦高等特別支援学校の

通学向けの便を新設。

⇒R1.10 に倉吉駅から倉吉総産高区間を運行

する倉吉総産高への通学便を新設（上り 1

便、下り 1便）。

※R４年４月路線再編予定

⇒短期大学～倉吉駅～西倉吉間について、夕

夜間の時間帯に限定した路線の試験的な運

行を実施予定。

○西倉吉工業団地へのバスの乗り入れ

【検討主体：県・倉吉市・交通事業者】

※令和１年 10 月路線再編実施

⇒社線・北谷線の西福守町から国府西口区間

を西倉吉工業団地内経由のルートに変更

し、通勤便を新設（社線：上り 2便、北谷

線上り 1便・下り 1便）。

事業１－２

通院・買い物利便性

の向上

○河北地域へのバスの乗り入れ

【検討主体：県・倉吉市・交通事業者】

※令和２年 4月路線再編実施

⇒北条線・橋津線のルートを一部変更し、商業

施設が集積する国道179号を経由する路線を

新設（北条線：上り 1便・下り 2便、橋津線上り 3

便・下り 2便）

○病院と商業施設間の移動ダイヤの改善

【検討主体：県・市町・交通事業者】

※令和 2年 4 月路線再編実施

⇒河北地域へのバスの乗り入れ

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒倉吉未来中心周辺へのアクセス利便性の改

善とあわせダイヤ改善実施予定。

事業１－３

倉吉市中心市街地内

移動の利便性向上

○倉吉未来中心周辺のへのアクセス利便性の

改善

【検討主体：県・市町・交通事業者】

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒北側ルートの過密ダイヤの緩和、観光移動

利便性向上等を実施予定。

○医療機関へのアクセス利便性の改善

【検討主体：県・市町・交通事業者】

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒倉吉未来中心周辺のへのアクセス利便性の

改善とあわせ、厚生病院のアクセス改善を

実施予定。

※令和２年 4月路線再編実施

⇒河北地域へのバスの乗り入れとあわせ、信

生病院へのアクセスを改善。

資料４
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現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

事業１－４

観光移動の利便性向

上

○観光地間をつなぐ路線・ダイヤの改善

【検討主体：県・市町・交通事業者】

※令和１年 10 月路線再編実施

⇒・北条線の起終点を由良駅とし、青山剛昌

ふるさと館の営業時間帯（9～16 時）に

青山剛昌ふるさと館を経由する路線を新

設（上り 6便、下り 6便）。

・赤碕線の大栄庁舎前から由良新橋区間の

ルートを一部変更し、青山剛昌ふるさと

館を経由する路線を新設（上り 2便、下

り 2便）。

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒将来の県立美術館開館、バス停設置を見据

え、倉吉駅～同館～三朝温泉又は白壁土蔵

を結ぶ路線を新設予定。

○観光客向けパスの発行・PR

【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒全県区間で３日間乗り放題となる「乗り放

題手形」、中部地域の一部区間で２日間乗

り放題となる「湯～遊２デーパス」の PR。

○インバウンド対応の多言語化

【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒バスマップの英語表記を追加。青山剛昌ふ

るさと館前に多言語案内板を整備。

⇒主要な経路検索サイト、アプリで県内バス情報

も検索できるよう、県内バス情報の国標準デー

タ化、オープン化を行う。各サイトでの言語選

択により外国人旅行者の検索利便性が向上。

⇒鳥取中部観光推進機構が作成予定の観光マ

ップサイトとも連携し、リアルタイムのバス走行

位置情報を当該サイトに提供予定。

＜乗り換え抵抗の低

減化＞

事業２－１

円滑な移動のための

環境整備

○バス停及び主要拠点の待合環境整備

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒計画の進捗にあわせ、新規バス停等の待合

環境整備を検討中。

・県立美術館等

（整備済み）

・赤碕線（西福守町・福守町地内 3カ所）

・北谷線・社線（西倉吉工業団地内 2カ所）

・倉吉総合産業高校線（高等学校内 1カ所）

・北条線（青山剛昌ふるさと館前 1カ所）

・北条線・橋津線（国道 179 号沿い 5 カ所）

○バス車両のバリアフリー化、ＵＤタクシー

の利活用の推進

【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒国の車両償却費補助制度を活用しノンステ

ップバスの導入を進め、バリアフリー化率

が向上している。
( H30 末) ( R1 末) (R2 末)

【日ノ丸自動車】80.0% ⇒ 83.6% ⇒ 91.9%

【日本交通】 82.0% ⇒ 85.1% ⇒ 89.0%

⇒ＵＤタクシーを 200 台導入（うち中部地域

30 台）、環境整備（ＵＤ研修、乗り場整備）

も実施済み。引き続き利活用策を検討する。
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現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

事業２－２

乗り換え接続の改善

○乗り換え接続時間の短縮化
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒通期・通学・通院時の利便性向上を図るた

め、今後、乗換時の接続時間の短縮化を抜

本的に検討する。

○乗り換え情報の提供

⇒主要な経路検索サイト、アプリで県内バス

情報も検索できるよう、県内バス情報の国

標準データ化、オープン化を行う。

⇒鳥取中部観光推進機構が作成予定の観光マ

ップサイトとも連携し、リアルタイムのバ

ス走行位置情報を当該サイトに提供予定。

事業２－３

ＩＣカードの導入に

関する研究

○ＩＣカードの導入可能性の研究

【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒ＩＣカード導入には数億円単位の経費を要

するため、ＱＲコード決済導入等その他の

手段を含め、キャッシュレス化に向けて引

き続き関係機関で検討する。

［新規需要の掘り起こしと利用促進］

○高校生のバス利用の促進

高校生のバス通学者を増やす

ことは利用者増の有効手段とな

る。通学手段の自家用車送迎か

らバス利用への転換を促す意識

啓発や特割定期のＰＲ等を通し

てバス利用者の拡大に努め、併

せて保護者負担の軽減化を図る

必要がある。

○企業・事業所によるエコ通勤の

促進

職場の近くにバス停はあって

も自宅周辺にバス停がないこと

や、勤務体制が３交代などの変

則勤務の場合はそれに見合った

ダイヤがないことなどから、現

状ではバスによる通勤は限定的

である。その一方で、今回の企業

等を対象にしたアンケート調査

結果ではエコ通勤に興味を示す

ところもみられることから、ダ

イヤの改善や意識啓発活動によ

る利用促進の展開が望まれる。

○総合的な利用促進

バス利用者が減少する中で、

上記のように対象者を絞り込ん

だ利用促進策のほかに、普段自

家用車利用をしている人に対し

ても幅広く意識啓発を促すパー

ク＆ライドのほか総合的な利用

促進の取り組みを行い、バス利

用者の全体的な底上げを図る必

要がある。

＜バス利用の促進＞

事業３－１

高校生のバス利用促進

○自家用車送迎からバス利用への移行促進
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

○割引定期のＰＲと利用促進
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒高等学校別に利用促進チラシを配布済み。

R1 年度からは中学３年生にも配布。引き続

き実施する。

○新たな割引制度・助成制度の創設

【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒R2 年度から県市町村の通学費助成により、

高校生利用者の自己負担額が軽減（上限７

千円）。複数バス路線や JR と組み合わせ

て通学する際も上限７千円となることを積

極的に PR する。

事業３－２

高齢者等のバス利用

促進

○割引定期のＰＲと利用促進
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

○新たな利用助成制度の創設
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒各市町老人クラブに割引定期等のＰＲを実

施済み。今後、他地域の事例を参考に新た

な割引制度の導入を検討する。
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現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

事業３－３

企業・事業所のバス

利用促進

○企業・事業所への意識啓発の取り組み
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒社線、高城線の西倉吉工業団地乗り入れに

伴い、沿線の企業に利用を呼びかけ。

事業３－４

バス体験活動の実施

○バスの乗り方教室・体験試乗会の開催
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒公共交通を積極的に利用する意識の醸成を

図るため、R１年度は鳥取県中部福興祭と

連携し、公共交通の乗り方教室を開催。引

き続き翌年度以降の実施を検討。

○商業施設等とのタイアップによる利用促進

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒商業施設 19 店と連携し、バス定期券に特

典を付与する制度を R2.2 に創設した。今

後、東部地域で実施されたバス運賃割引き

や商業施設との連携キャンペーンである

「ノルデ運動」との連携を図る。

＜情報提供の強化＞

事業４－１

多様な情報提供と内

容の充実

○ＩＣＴ等を活用した情報提供の強化
【検討主体：県・市町・交通事業者】

※R3 年度実施予定

⇒主要な経路検索サイト、アプリで県内バス

情報も検索できるよう、県内バス情報の国

標準データ化、オープン化を行う。

⇒鳥取中部観光推進機構が作成予定の観光マ

ップサイトとも連携し、リアルタイムのバ

ス走行位置情報を当該サイトに提供予定。

○時刻表・バスマップの作成
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒中部圏域バスマップ・時刻表を作成（5,000

部）し、主要駅等の集客施設、自治体窓口、

乗り方教室等で配布。引き続き R３年度も実

施する。
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現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

［持続可能な運行体制の確立］

○効率的なバス運行への再編

本地域内には自治体間をまた

がる長大路線が多く運行されて

いる一方で、利用の少ない路線

も見受けられる。また、中心市街

地の構造から時間帯によって路

線の重複も多い。将来にわたっ

てバス路線を維持するため、実

状に応じた運行の効率化に迫ら

れている。

旅客運送と貨物運送を組み合

わせた貨客混載の取り組みにつ

いて、地域の実情に合わせて検

討していく必要がある。

○バス・タクシー乗務員の確保

全国的にバス・タクシーの乗

務員不足・高齢化が進んでいる

が、単にバス・タクシー事業者だ

けの問題ではなく、今後の公共

交通の安定的な運行のために重

要かつ不可欠な課題となってい

ることから、官民一体となった

乗務員の確保・育成施策の展開

が求められている。

○住民との協働による運行の検討

本地域内の公共交通空白地域

を一般乗合バスで細かくカバー

することは困難である。そのよ

うな地域では、自治会やＮＰＯ

による公共交通空白地有償運送

や住民によるボランティア輸送

等が考えられることから、必要

に応じて住民との協働による運

行について検討することが望ま

れる。

＜効率的な運行の実現＞

事業５－１

効率的な運行形態へ

の再編

○長大路線の効率化
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

※令和１年 10 月、R3 年 4月路線再編実施

⇒赤碕線（上下 28 便）の見直し（上下 4

便）及び倉吉農高・倉吉西高周辺を経由す

る路線（上下 6便）、青山剛昌ふるさと館

を経由する路線（上下 4便）を新設。R3.4

に鳥取中央育英高等学校、琴の浦高等特別

支援学校の通学向けの便を新設。

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒倉吉市と三朝町をつなぐ穴鴨線・小河内線

の再編を実施予定。

⇒利用実態の正確な把握、路線再編の効果測

定、需要に応じた更なる路線再編に活用す

るため、乗降データ収集を検討する。

○土日祝日のダイヤの見直し

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒バスドライバーの労働条件改善の観点から、土

日祝日は利用実態に合わせて見直す。

⇒今後、詳細な利用状況を把握し、バス事業

者の交番等を考慮しながら、適切なダイヤ

を検討する。

○タクシーの活用等による効率的な運行形態

の導入
【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒乗用タクシー助成拡充などによる乗用タク

シー活用や乗合タクシー導入を検討する。

○中心市街地における過密ダイヤの緩和

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

※R3 年 10 月路線再編予定

⇒倉吉未来中心周辺のへのアクセス利便性の

改善とあわせ実施予定。

事業５－２

貨客混載の取り組み

検討

○貨客混載の導入に向けた検討

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒交通事業者と物流事業者間で協議しながら

継続検討する。
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現状・課題 事業内容 実施状況及び今後の主な取組み（案）

＜路線維持のしくみ

づくり＞

事業６－１

住民との協働による

しくみづくり

○公共交通利用促進に関する情報提供
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒多くの利用が見込める高校を中心にバス路

線情報、助成制度を積極的に周知する。

○住民との協働による運行のしくみづくりの

研究

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒住民からの要望に応じ、住民が主体となっ

て運行するしくみについての勉強会を適宜

実施する。

○住民等との協働による待合環境整備への協力

【検討主体：県・市町・交通事業者・住民】

⇒「倉吉市住民参加型・地域企業貢献型バス

停留所上屋整備事業補助金」により協働に

よる待合環境整備に取り組んでおり、引き

続き周知を行い、整備推進を図る。

事業６－２

持続可能な運行体制

支援

○ドライバーの確保・育成支援
【検討主体：県・市町・交通事業者】

⇒R１年度に関係機関が連携し、ドライバー

仕事ＰＲ、路線バス・ＵＤタクシー運転体

験会、交通事業者との就職相談会等を実施

した。引き続き、翌年度以降の実施を検討

する。
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再編路線の利用状況

R３年５月

○赤碕線西倉吉経由便、倉吉総合産業高校線の通学利用が堅調に推移。今春増便した鳥取中央育英高校、

琴の浦高等特別支援学校向けの便も新設バス停で多くの利用が見られる。

○観光利用が主の青山剛昌ふるさと館や出張利用があった西倉吉工業団地のバス停乗降者は緊急事態

宣言、GOTO トラベルの影響に左右される。コロナ禍の異常値ではなく、終息後の平常値で分析する必

要がある。

○R２年４月に開始した倉吉市河北地域への乗り入れ便については、河北プラザでの利用が多く、新設

バス停での乗降者数が大幅に増加している。

１ R元年１０月再編路線の主要バス停の延べ乗降者数

（１）赤碕線の西倉吉経由便

・倉吉西高校向けの通学便の西倉吉バス停乗降数は増加傾向。今年４月の乗降者数は前年同月

比＋９１％（２３７人→４５５人）と大幅に増加しており、過去最高を更新。

・今春創設した鳥取中央育英高校・琴の浦高等特別支援学校向けの便は、新たに通過するバス

停（広瀬町～西倉吉～福守町北）での４月乗降者数が９３人にのぼり、多くの利用がある。

（２）倉吉総合産業高校線の利用者数

・季節によって波が大きく、悪天候の朝の需要が多い。総じて前年同月を上回って推移して

いる。

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

R2.1 R2.2 R2.3 R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3 R3.4

赤碕線西倉経由便　西倉吉バス停乗降数

赤碕駅7：11発　降車数 倉吉駅19：05発　乗車数 合計

0

50

100

150

200

250

R1.12 R2.1 R2.2 R2.3 R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10R2.11R2.12 R3.1 R3.2 R3.3 R3.4

倉吉総合産業高校線利用者数

倉吉駅8：07発 倉総産高15：50発 合計

資料５
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（３）赤碕線及び北条線の青山剛昌ふるさと館経由便

・緊急事態宣言（R２年春、R３年春）による減少、GOTO トラベル（R２年秋）による増加の影

響を大きく受ける。

・方面別の利用状況は、「倉吉駅方面→ふるさと館」の利用が多い。

（４）社線、北谷線の西倉吉工業団地内経由便

・R元年度中は外部から工業団地に出張する者の利用があった模様。R２年度は低調に推移して

いたが、直近４月は再び増加傾向に転じている
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２ R２年４月再編路線の利用状況

○北条線・橋津線の国道 179 号線経由便

・１７９号近辺バス停の１日当たり乗降人数※を再編前後で比較すると下りは約３．３倍（１．６

人→５．２人）、上りは約１．４倍（６．８人→９．４人）と大幅に増加している。

バス停別では「河北プラザ前」が最多で、全体の約７割を占める。

※北条線の８時台の便は再編前のデータが無いため除く。
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1 

 

１．今年度の業務内容 
1-1 業務名 

  ○鳥取県中部地域公共交通再編実施計画推進支援業務 

 

 

1-2 業務期間 
  ○令和 2年 7月 1日～令和 3年 3月 26日 

 

 

1-3 業務概要 
  ○鳥取県中部地域公共交通再編実施計画に基づく利用促進事業等を実施する。 

 

 

1-4 業務内容 
1-4-1 圏域バスマップ作成 

  ○圏域住民及び観光客等の公共交通利用を促進するため、圏域内のバス事業者２社の路線等

を集約した圏域バスマップのデータ作成を行うこと。 

 

1-4-2 赤碕線の調査及び事業評価検証 
  ○令和元年 10月 1日に路線再編を行った赤碕線の事業評価検証を行うため、別途実施す

る乗降調査等を基に必要な分析等を行う。   
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2 

 

２．圏域バスマップ作成 
2-1 圏域バスマップの作成 
2-1-1 内容の更新 
○圏域バスマップのデータを作成した。主な変更点は以下のとおりである。 

（１）全体 
  ○サイズを B2からA2に縮小 

（２）表面 
  ○北条線、橋津線の再編に伴うバス停の追加を反映 

  ○中央タクシーの表示を削除 

  ○ダイヤ改正を反映 

  ○琴浦バスのレイアウト変更 

（３）中面 
  ○北条線、橋津線の再編に伴う運行ルートの変更 

  ○中央タクシーの表示を削除 

 

 

2-1-2 配布先 
  ○5,000部印刷し、以下の施設等に配布した。（印刷は別業務） 

 

表 1 圏域バスマップ配布先一覧 
配布先 配布部数 主な配布先 

日ノ丸自動車 300 営業所窓口 

日本交通 500 倉吉新町営業所、倉吉バスセンター 

倉吉市 1,200 

倉吉駅、鳥取中部観光推進機構、倉吉観光マイス協会、倉吉商工会議所、円形劇場くらよ

しフィギュアミュージアム、打吹回廊、倉吉市役所（本庁舎・第２庁舎・関金支所）、エ

キパル倉吉行政サービスコーナー、倉吉市立図書館、バスプラザ 

湯梨浜町 500 
泊駅、松崎駅、湯梨浜町役場（産業観光課、企画課、東郷支所、泊支所）、湯梨浜町観光

協会 

三朝町 500 三朝町役場、三朝温泉観光協会、三朝温泉旅館組合 

北栄町 500 
下北条駅、由良駅、北栄町図書館、青山剛昌ふるさと館、北栄町社会福祉協議会、役場大

栄庁舎、役場北条支所、ほくほくプラザ、B&G海洋センター 

琴浦町 600 浦安駅、赤碕駅、町立図書館、役場本庁舎、役場分庁舎、商店 

鳥取県 900 
乗り方教室、県庁、中部総合事務所、中国庭園燕趙園、鳥取二十世紀梨記念館、倉吉未来

中心、鳥取砂丘コナン空港 

合計 5,000  
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図 1 圏域バスマップ（表面）  
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図 2 圏域バスマップ（中面） 
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5 

 

３．赤碕線再編の事業評価検証 
3-1 赤碕線再編の概要 
3-1-1 西倉吉経由便の新設 

  ○この再編は、琴浦町、北栄町から

倉吉西高校や倉吉農業高校への

通学利便性を高めることを目的

として行った。 

  ○従来は「大谷茶屋⇔和田入口⇔和

田⇔定光寺入口⇔出口⇔新町」の

ルートを運行していた赤碕線を、

通学時間帯のみ「大谷茶屋⇔和田

入口⇔和田⇔福守町北⇔福守中

央⇔福守町南⇔西倉吉⇔岡田⇔

河原町⇔広瀬町⇔福吉町⇔新町」

のルートに変更した。 

○西倉吉経由便として、下りは倉吉

駅 11:05発・14:35発・19:05

発、上りは赤碕駅 7:18 発・

10:39発・13:41発を設定した。 

 

 

3-1-2 「青山剛昌ふるさと館」経由便の設定 
  ○この再編は、一部の便を「青山剛

昌ふるさと館」へ乗り入れ、今ま

で由良駅から「青山剛昌ふるさと

館」まで徒歩で移動していた観光

客の利便性向上を図ることを目

的として行った。 

○具体的には、「青山剛昌ふるさと

館」の開館時間等を考慮し、上り

は赤碕駅 10:39発・13:41発の

便、下りは倉吉駅 11:05 発・

14:35 発の便を立ち寄りの対象

とした。 

 

 

3-1-3 ダイヤの減便 
  ○利用の少ない便について減便した。具体的には、上りは赤碕駅 8:59発と 14:51発、下り

は倉吉駅 13:35発、16:25発を減便の対象とした。 

図 3 赤碕線の西倉吉経由便の新設 

図 4 青山剛昌ふるさと館への立ち寄り 
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表 2 赤碕線再編内容（平日ダイヤ） 
下り（倉吉駅⇒赤碕駅） 上り（赤碕駅⇒倉吉駅） 

再編前 
再編後（R1年 10 月～） 

再編前 
再編後（R1 年 10 月～） 

時刻 備 考 時刻 備 考 

6:35 6:35 現状維持 6:44 6:44 現状維持 

7:23 7:23 現状維持 7:18 7:11 ダイヤ改正・西倉吉経由 
8:35 8:35 現状維持 7:51 7:51 現状維持 

9:05 9:05 現状維持 8:39 8:39 現状維持 

10:05 10:05 現状維持 8:59 - 廃止 
11:05 11:05 西倉吉・ふるさと館経由 9:49 9:49 現状維持 

12:25 12:25 現状維持 10:39 10:39 西倉吉・ふるさと館経由 
13:35 - 廃止 11:41 11:41 現状維持 

14:35 14:35 西倉吉・ふるさと館経由 12:41 12:41 現状維持 

15:25 15:25 現状維持 13:41 13:41 西倉吉・ふるさと館経由 
16:25 - 廃止 14:51 - 廃止 
16:55 16:55 現状維持 15:59 15:59 現状維持 

17:57 17:57 現状維持 16:49 17:09 ダイヤ改正 
19:05 19:05 西倉吉経由 17:39 18:09 ダイヤ改正 

 

 

表 3 赤碕線再編内容（土日祝日ダイヤ） 
下り（倉吉駅⇒赤碕駅） 上り（赤碕駅⇒倉吉駅） 

再編前 
再編後（R1年 10 月～） 

再編前 
再編後（R1 年 10 月～） 

時刻 備 考 時刻 備 考 

7:23 7:23 現状維持 6:44 6:44 現状維持 

8:35 8:35 現状維持 7:19 7:12 西倉吉・ふるさと館経由 

9:05 9:05 現状維持 8:39 8:39 現状維持 

10:05 10:05 現状維持 8:59 - 廃止 

11:05 11:05 西倉吉・ふるさと館経由 9:49 9:49 現状維持 
12:25 12:25 現状維持 10:40 10:40 西倉吉・ふるさと館経由 

14:35 14:35 西倉吉・ふるさと館経由 11:41 11:41 現状維持 
15:25 15:25 現状維持 12:41 12:41 現状維持 

16:55 16:55 現状維持 13:41 13:41 西倉吉・ふるさと館経由 

17:57 17:57 現状維持 16:00 16:00 現状維持 

19:05 - 廃止 17:09 17:09 現状維持 
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3-2 再編 1：西倉吉経由便の新設 
3-2-1 西倉吉での乗降状況 
○日ノ丸自動車㈱の調査によると、令和 2年 1月から 12月までの期間で赤碕駅 7:11発の

便を利用し西倉吉で下車した人数は合計 2,406人、倉吉駅 19:05発の便に西倉吉で乗車

した人数は合計 620人であった。 

  ○西倉吉バス停での乗降者数の推移は下図のとおりで、3 月が極端に落ち込んでいるが、こ

れはコロナ禍での高校の臨時休校の影響とみられ、7 月、8 月の落ち込みは夏休み期間で

高校生の利用が減少したためと考えられる。このような点から、赤碕駅 7:11 発と倉吉駅

19:05発は主に通学に利用されていると推察される。 

○年間を通してみると 12 月に向けて乗降者数が増加傾向で推移しているが、赤碕線全体の

年間輸送人員は、コロナの影響から令和 2年度に大きく減少している。 

  ○赤碕駅方面から倉吉西高校等への登校で利用する数が下校時の利用より多くなっており、

登校を中心にバスが利用されていることがわかる。 

 

《赤碕駅方面から登校》赤碕駅 7:11 発⇒西倉吉 8:02 着の便で降車（青線） 
《赤碕駅方面への下校》倉吉駅 19:05 発⇒西倉吉 19:23 着の便に乗車（緑線）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 令和 2 年 西倉吉での乗降者数の推移（資料：日ノ丸自動車㈱調査） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 赤碕線の年間輸送人員の推移 
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表 4 登下校時の西倉吉バス停での乗降状況（日ノ丸自動車㈱調査より） 
年月 

  

乗降日数（日/月） 

※西倉吉バス停で乗降が 

発生した日数 

《上り》 

赤碕駅 7:11発 

（土日祝 7:12発） 

《下り》 

倉吉駅 19:05発 

（土日祝運休） 乗降者数 

月計 

（人/月） 

乗降者数 

日平均 

（人/日） 
上り 

（降車） 

下り 

（乗車） 

降車数(人)※登校 乗車数(人)※下校 

月合計 日平均 月合計 日平均 

R2年 1月 19 19 68 3.6 37 1.9 105 5.5 

2月 18 18 114 6.3 34 1.9 148 8.2 

3月 18 18 26 1.4 0 0.0 26 1.4 

4月 21 21 212 10.1 25 1.2 237 11.3 

5月 18 18 206 11.4 64 3.6 270 15.0 

6月 30 18 252 8.4 63 2.1 315 10.5 

7月 31 21 227 7.3 45 1.5 272 8.8 

8月 31 21 178 5.7 39 1.3 217 7.0 

9月 30 20 270 9.0 64 2.1 334 11.1 

10月 31 22 310 10.0 120 3.9 430 13.9 

11月 30 19 269 9.0 61 2.0 330 11.0 

12月 30 22 274 9.1 68 2.3 342 11.4 

合計 307 237 2,406 91.5 620 23.7 3,026 5.6 

※資料：日ノ丸自動車㈱調査  
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3-2-2 通学定期（ステップ）購入者の状況 
（１）令和２年度の状況 

  ○令和 2年 4月時点で通学定期（ステップ）を

購入した生徒は 85 人、そのうち赤碕線の定

期購入者は 30 人で購入者全体に占める割合

は 35.3％であった。 

  ○赤碕線の通学定期を購入した生徒の学校別割

合は下図の通りで、倉吉西高校が 46.7％（14

人）、鳥取中央育英高校が 23.3％（7人）、琴

の浦高等特別支援学校が 13.3％（4 人）、中

央高等学園 6.7％（2人）となっており、この

4校で全体の 9割を占めている。 

  ○赤碕線の通学定期を購入した生徒 30 人のう

ち、「西倉吉」バス停で乗降する生徒数は 18

人で、倉吉西高校（14人）と中央高等学園（2

人）は全員、鳥取中央育英高校は 7人中 2人

が乗降している。 

○赤碕線を西倉吉経由にすることで当初利用増

加を見込んでいた倉吉農業高校の赤碕線定期

購入者は、この時点では見られなかった。同校では 29 人の生徒が通学定期を購入してい

るが、乗車地は倉吉駅 12 人、海田車庫 9 人、西倉吉 6 人、三朝町役場 2 人となってお

り、琴浦町・北栄町方面からは倉吉駅まで JR で移動し、直接学校まで行く社線を利用し

ているものと考えられる。 

 

表 5 赤碕線の定期券（ステップ）購入者の西倉吉での学校別乗降割合（令和 2 年 4 月） 
学校名 

購買者数 赤碕線定期購入者数 西倉吉乗降者数 

人数 構成比 人数 構成比 人数 定期購入者比 

倉 吉 西 高 校 29 34.1% 14 46.7% 14 100.0% 

倉 吉 農 業 高 校 29 34.1% - - - - 

鳥 取 中 央 育 英 高 校 7 8.2% 7 23.3% 2 28.6% 

琴の浦高等特別支援学校 5 5.9% 4 13.3% 0 0.0% 

倉 吉 東 高 校 3 3.5% 1 3.3% 0 0.0% 

倉 吉 北 高 校 2 2.4% - - - - 

中 央 高 等 学 園 2 2.4% 2 6.7% 2 100.0% 

鳥 取 短 期 大 学 2 2.4% 1 3.3% 0 0.0% 

倉吉総合看護専門学校 1 1.2% - - - - 

そ の 他 5 5.9% 1 3.3% 0 0.0% 

合計 85 100.0% 30 100.0% 18 60.0% 

※資料：日ノ丸自動車㈱調査 

倉吉西高校 

     

      

高校      

   高   

   校 

     

倉吉 高

校     

  高        

   期   

    
          

    

図 7 赤碕線の通学定期券購入者の学校割合 
（令和 2 年 4 月） 
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（２）令和元年と令和 2 年の比較 
  ○4月に赤碕線の通学定期を購入した高校生数を令和元年と令和 2年で比較すると、下表の

ようになる。 

  ○令和元年は 15 人であった赤碕線の通学定期利用者が令和 2 年には 30 人と倍増してお

り、特に倉吉西高校での増加が目立つ。 
 
 

表 6 赤碕線の定期券（ステップ）購入者数の比較 
学校名 令和元年 令和 2年 

倉 吉 西 高 校 4 14 

鳥 取 中 央 育 英 高 校 5 7 

琴 の 浦 高 等 特 別 支 援 学 校 3 4 

倉 吉 東 高 校  1 

中 央 高 等 学 園 3 2 

鳥 取 短 期 大 学  1 

そ の 他  1 

合計 15 30 

            資料：日ノ丸自動車㈱調査 

 

 

3-2-3 高校生の利用状況分析（日ノ丸自動車㈱乗降調査結果より） 
  ○新設した、経由地である定光寺入口～新町間の再編前後の乗降者数を分析する。 

(１)下り（倉吉駅⇒赤碕駅）   ①令和元年（再編前） 
■乗車：乗車は 1日合計 21人あり、そのうち通学定期利用者が 6人であった。 

    通学定期利用者のうち 5人は倉吉駅 7:23発の便に乗車している。 

■降車：降車は 1日合計 5人で、通学定期利用者はいなかった。 

   ②令和２年（再編後） 
■乗車：乗車は 1日合計 29人あり、そのうち通学定期利用者が 13人であった。 

    通学定期利用者の内訳は、倉吉駅 7:23発が 3人、9:05発が 3人、17:57発が

1人、19:05発が 6人であった。 

■降車：乗車は 8人あったが、通学定期利用者はいなかった。 

 

  ○令和元年の調査では、7 時台に定光寺入口～新町間で乗車し、北栄町・琴浦町方面に移動

する通学定期利用者が 5 人程度みられるが、令和元年 10 月から西倉吉経由となった便

（次表の黄色いセル）で通学定期を利用した生徒はなかった。 

○令和２年の調査では、令和元年 10 月以降西倉吉経由になった 19 時台の便の通学定期利

用が増え、西倉吉周辺から北栄町・琴浦町方面へ帰宅する生徒が拡大している。 

○令和元年、令和 2年の調査とも、倉吉駅から西倉吉方面で下車した通学定期利用者はいな

いことから、倉吉市街地から倉吉西高校へのバス通学に赤碕線は使われていないことがわ

かる。 
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通 定期 通 定期 通 定期 通 定期

6:35 1 1

7:23 5 5 4 3 1

8:35 1 2 1

9:05 3 3

10:05 1 1 1

11:05 3 3

12:25 3 4 1

13:35 2

14:35 2 1 1

15:25 1

16:25 2 1

16:55 1

17:57 2 2 1

19:05 7 6 2 4

合計 21 6 29 13 5 8

倉吉駅

出発時刻

令和 年 月調査

（再編後）

令和元年5～ 月調査

（再編前）

令和 年 月調査

（再編後）

乗車数 降車数乗車数 降車数

令和元年5～ 月調査

（再編前）

表 7 下り（倉吉駅⇒赤碕駅）定光寺入口～新町間での乗降者数の比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：日ノ丸自動車㈱乗降調査調査  

※黄色いセルは令和元年 10月から西倉吉経由になった便 

 

(２)上り（赤碕駅⇒倉吉駅）   ①令和元年（再編前） 
■乗車：乗車は 1日合計 7人あったが通学定期利用者はいなかった。 

■降車：降車は 1日合計 24人あり、うち通学定期利用者が 7人あった。7人の内訳は赤

碕駅 12:41発が 3人、16:49発が 1人、17:39発が 3人であった。 

 

②令和 2 年（再編後） 
■乗車：乗車は 1日合計 6人で、通学定期利用者はいなかった。 

■降車：降車は 1日合計 28人あり、そのうち 15人が通学定期利用者であった。 

    通学定期利用者の内訳は、赤碕駅 7:11 発が 10 人、11:41 発が 1 人、17:09

が 2人、18:09発が 2人であった。 
 

○令和元年の調査では、午後の便で北栄町・琴浦町方面から移動し定光寺入口～新町間で下

車する通学定期利用者が 7人程度みられるが、令和元年 10月から西倉吉経由となった便

（次表の黄色いセル）で通学定期を利用した生徒はなかった。 

○令和 2年の調査では、7時台に北栄町・琴浦町方面から移動し定光寺入口～新町間で下車

する通学定期利用者が 10 名あり、これらの方面から倉吉西高校へバスで通学する生徒が

増加した。夕方の便では北栄町・琴浦町方面から移動し定光寺入口～新町間で下車する通

学定期利用者も 4人あり、平成元年調査同様、北栄町・琴浦町方面の学校から下校のため

のバス利用もみられる。 

○令和元年、令和 2年の調査とも、定光寺入口～新町間で乗車して倉吉駅方面に移動した通

学定期利用者はいないことから、この点でも倉吉市街地から倉吉西高校へのバス通学に赤

碕線は使われていないことがわかる。 
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通 定期 通 定期 通 定期 通 定期

6:44 1 1

7:11 11 10

7:18 1

7:51 1 5 2

8:39 2

8:59 1

9:49 1 2 1

10:39 1 2 1 2

11:41 1 2 1 1

12:41 4 3 1

13:41

14:51

15:59 1 3 1

16:49 1 1 1

17:09 2 4 2

17:39 5 3

18:09 3 2

合計 7 6 24 7 28 15

乗車数

令和元年5～ 月調査

（再編前）

令和元年5～ 月調査

（再編前）赤碕駅

出発時刻

令和 年 月調査

（再編後）

降車数

令和 年 月調査

（再編後）

乗車数 降車数

 表 8 上り（赤碕駅⇒倉吉駅）定光寺入口～新町間での乗降者数の比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：日ノ丸自動車㈱乗降調査調査  

※黄色いセルは令和元年 10月から西倉吉経由になった便 

 

 

3-2-4 事業評価 
  ○全体的な傾向として、令和元年調査では西倉吉周辺に居住する生徒が北栄町・琴浦町方面

の高校に通うのに通学定期を利用していたが、令和 2年調査では、反対に北栄町・琴浦町

方面に居住する生徒が倉吉西高校等に通うのに通学定期を利用するケースが増加している。 

  ○このことから、赤碕線の一部を西倉吉経由にしたことで、北栄町・琴浦町方面に居住する

生徒の通学利便性向上の効果があったと考えられる。 

  ○一方で、西倉吉周辺に居住する生徒が北栄町・琴浦町方面の高校に通うニーズも引き続き

みられるが、西倉吉経由に再編した便は前述のように北栄町・琴浦町方面に居住する生徒

の利便を図るものであったことから、今後は北栄町・琴浦町方面の高校に通う生徒の通学

利便性向上を図るため、登下校の対象となる便を西倉吉経由にすることが求められる。   
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3-3 再編 2：青山剛昌ふるさと館への立ち寄り便の新設 
3-3-1 青山剛昌ふるさと館の入込み状況 
（１）年間入込み数の推移 
○近年、青山剛昌ふるさと館の利用者数は下図のように増加傾向で推移しており、アジア系

外国人の入込みも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 青山剛昌ふるさと館 年間入館者数の推移（資料：北栄町） 

 

（２）月別入込み数比較 
  ○入込み数を月別にみると平成 27 年度～平成元年度までほぼ同じような傾向にあり、夏休

み期間の 8月やゴールデンウィーク期間の 5月が他の月に比べて多く、2月の入込が落ち

込む傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 青山剛昌ふるさと館 月別入館者数（資料：北栄町）   
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JR 山陰本線 15 人 53 人 
7 人 

30 人 
青山剛昌ふるさと館

倉吉駅由良駅赤碕駅

乗車数 降車数 乗車数 降車数 乗車数 降車数 乗車数 降車数

倉吉方面

への帰り

由良駅方面

からの行き

倉吉方面

への帰り

由良駅方面

からの行き

由良駅方面

への帰り

倉吉方面

からの行き

由良駅方面

への帰り

倉吉方面

からの行き

2月 2 1 1 5 13 11 33

3月 3 1 3 2 1 4 14

4月 1 3 4

5月

6月 1 5 1 7

7月 1 1 2

8月 1 8 3 12

9月 1 2 2 2 3 10

10月 3 2 2 1 8

11月 1 2 2 5

12月 1 6 3 10

計 6 7 9 8 27 22 26 105

合計

乗降者数

5 人

 人

 5人

 0人

 05人

行動パターン

倉吉⇒ふるさと館

由良駅⇒ふるさと館

ふるさと館⇒倉吉

ふるさと館⇒由良駅

月

上り（赤碕駅⇒倉吉駅） 下り（倉吉駅⇒赤碕駅）

上り

下り

合計

赤碕駅10：39発 赤碕駅13：41発 倉吉駅11：05発 倉吉駅14：35発

3-3-2 青山剛昌ふるさと館での乗降状況 
○日ノ丸自動車㈱の調査によると、コロナ禍で観光客が激減する中、青山剛昌ふるさと館バ

ス停での乗降者数は、令和 2年 2月～12月の期間に延べ 105名あった。 

○この 105 人の利用状況を整理すると、ふるさと館への行きは倉吉方面からのアクセスが

赤碕（由良駅）方面からよりも多く、ふるさと館からの帰りは赤碕（由良駅）方面へのア

クセスが倉吉方面よりも多い。 

 

表 9 青山剛昌ふるさと館での乗降者数（令和 2 年 2 月～12 月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※資料：日ノ丸自動車㈱調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 青山剛昌ふるさと館へのアクセス状況（数値は年間乗降者数）  
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3-3-3  事業評価 
（１）日当りバス停利用者数推計 
○前述のように青山剛昌ふるさと館の入館者にはアジア系外国人も多く、コロナ禍での入国

制限の影響を直接的に受けているほか、国内での外出自粛等の影響もあり、入込みが極端

に少なくなっている。このような状況下で事業評価することは困難であるが、推計を踏ま

えてある程度の評価を試みる。 

○青山剛昌ふるさと館バス停での乗降者数の推計値を、比較的コロナ禍の影響を受けていな

かった令和 2年 2 月の実績値に基づき下表の様に算出すると、年間で 1,000 人程度、1

日平均 2.7人となる。 

 

表 10 青山剛昌ふるさと館バス停 年間乗降者数推計 
項 目 No 数値 備考 

令和 2年 2月の入込み数（実績値） ① 9,148人 北栄町資料 

令和 2年 2月のバス停乗降者数（実績値） ② 33人 2/7日より調査開始（23日間調査） 

令和 2年 2月調査期間の運行日数（実績値） ③ 23日   

令和 2年 2月のバス停日平均乗降者数（調査日平均） ④ 1.4人 ②÷③ 

令和 2年 2月の日数（実数） ⑤ 29日 閏年 

令和 2年 2月のバス停乗降者数（補正値） ⑥ 42人 ④×⑤ 

バス停乗降者数比率 ⑦ 0.45% ⑥÷① 

令和 2年度の入込み数（実績値） ⑧ 219,811人 令和元年 4月～令和 2年 3月実績 

バス停年間乗降者数（推計値） ⑨ 1,000人 ⑧×⑦ 

年間運行日数 ⑩ 365日   

バス停日平均乗降者数（推計値） ⑪ 2.7人   

 

（２）評価 
  ○推計によると年間 1,000 人程度の新たな利用者増が見込めることから、バス利用者を一

定程度拡大する効果はあるものと考えられる。 
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